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栄校区付近航空写真 昭和36年(1961) ※線囲いは現在の概略栄校区範囲を示す



栄校区付近航空写真平成10年(1998)
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発刊によせて

平成18年度

豊橋市総代会長

西 義雄

このたび、豊橋市制施行100周年を記念し、

「豊橋校区史～校区のあゆみ」を発刊する運

びとなりました。皆様のご協力により記念事

業にすばらしい彩りを添えることができまし

たことを、心よりうれしく思います。

この事業は、 100年の節目を契機に地域の

歴史や文化、自然などを改めて見つめ直し、

将来の夢に思いを馳せていただくものであり、

51校区すべてが足並みを揃え発刊できたこと

に、たいへん大きな意義を感じています。ま

た、各校区におきましては、編集委員を中心

に多くの地域住民の皆さんが資料の収集や原

稿の執筆などに携わられたことと思います。

こうした取組みを通し、地域の絆がさらに深

まったものと考えています。

地域イベントの開催を含め「市民が主役」

を合言築に行政と協働で進めてきた100周年

記念事業ですが、多くの地域住民の方々が

様々な形で挙って参加できたことが何よりの

成果であったと思います。今後におきまして

も、この100周年記念事業を一過性のものに

終わらせるのではなく、次の100年に繋げて

いかなければならないと考えています。

最後に、本校区史の発刊にあたり、多大な

ご協力を頂いた多くの皆様に改めてお礼を申

し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

平成18年度

栄校区総代会長

西 義 雄

昭和27年に豊橋市立栄小学校が開校しまし

た。栄校区の誕生であり ます。この栄校区は

福岡小学校区より分離独立してできた校区で

あります。

栄小学校区が発足して以来本年で54年の年

月が経過しました。当時の校区には旧軍用地

や施設が多くありました。戦後の経済や生活

が安定すると、急激に住宅地化し、人口が増

加し、この地域の開発が進みました。

昭和52年に幸小学校、昭和60年に中野小学

校、平成 7年にはつつじが丘小学校と校区の

分割を繰り返してきました。平成18年の栄校

区の状況は、創立以来3度の校区分割をして

きましたが、現在でも 1万5千余名の人々が

住む市内でも大きな校区となっています。ま

た、保育園から中、高、大学のある豊橋市内

では一番の学園地域であるとともに若者の多

い活気ある校区となっています。

校区史によって自分たちの住んでいる校

区がどのような所に、どんな時に誕生し、現

在に至っているかを知るすばらしい企画であ

ります。この「校区のあゆみ栄」を私たち

が読み、その記録を後世に残すことは大変有

意義で価値のあることだと考えます。

栄校区、豊橋市のますますの発展を祈念し

て発刊のあいさつといたします。
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第 1章 自然と環境

第 1章 自然と環境

1 栄のひろがり

(1)豊橋の南部に広がる高師原

栄の位置 豊橋市の南部JR東海道線 ・豊橋

鉄道渥美線・梅田川にほぼ囲まれた地域が高

師原である。その高師原の北部、山田町（一

部） ・山田一番町・山田二番町・山田三番町 ・

高師石塚町・小松町 ・ 北山町 • 町畑町 ・ 南栄町 ・
ゃよい あけぼの

弥生町・草間町（一部）・牧野町（一部） ・曙町（一

部）・高師町（一部）が栄校区である。

栄の概観 校区内を通る鉄道としては、 JR

東海道線、東海道新幹線及び豊橋鉄道渥美線

がある。なお、現在豊橋駅～二川駅間(6.9km)

の豊橋駅から2.5km付近に新駅建設を求める

官民一体の活動が進められている（豊橋新駅

建設促進期成同盟会の活動）。

校区内を通る主要道路としては、国道259

号線、県道小松原・小池線、県道石巻・赤根

線（豊橋環状線）、県道平井・牟呂・大岩線

などがある。しかし、校区内には道幅の狭い

道路や行き止まりの道路が多く、住民の日常

生活に支障があるため、道路の改良・新設が

強く求められている。

高師原は、標高20-50mのなだらかな丘陵

地で、明治41年 (1908)の第15師団設置から

昭和20年 (1945)の終戦まで陸軍の演習場で

あった。戦後は、住宅難 ・食糧難に対応する

ため、旧陸軍施設の住宅への転用や旧軍用地

への住宅団地建設 ・開拓農地化などが推進さ

れた。その後も宅地化は急激に進み、平成18

年 (2006) 4月1日現在6,299世帯、 15,359人

と市内では大きな校区となっている。

また愛知大学、県立時習館高校、県立豊橋

工業高校、市立南部中学校、市立栄小学校、

福岡保育園などの教育・保育機関は、いずれ

も旧陸軍の施設跡に建設されたものである。

栄校区は昭和27年(1952)4月に誕生し、現

在市内屈指の文教地区といわれる地域であり、

この地域特性を活かした文化の薫るまちづく

りが都市計画の大きなテーマとされている。

土地の成立ち 豊橋は、豊川に沿って走って

いる中央構造線という断層の上にある。そし

て、豊川の中流から下の川すじは、中央構造

線と一致している。川は高い所から低い所へ、

また削りやすい所（断層の所は岩がもろくて

削りやすい）を選んで流れる。豊川は長い年

月をかけて、上流の土地を削り取り（浸食）、

運び（運搬）、運んだものを置いていく（薙積）

という働きを続けてきたのである。

新城市付近から下流の豊川の両側に広がる

平地は豊橋平野と呼ばれて、豊川の上流から
れき

運ばれてきた礫（小石）や土砂が堆積して形

成された台地とその間にはさまれて砂や泥が

堆積した低地で形成されている。
●位霞丘

（天伯・薔）
襴 鵬

•生
9 9 9 9 9 9 

豊川下流の段丘分布と断面図

栄校区は、豊橋平野の中にあって、柳生川

から梅田川にかけて広がる高師原台地と呼ば

れる段丘に位置しているが、この段丘は豊川

左岸段丘の一部にあたっており、今からおよ
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校区のあゆみ栄

そ2万～20万年位前の第四紀洪積世の時代に

堆積した地層なので第四紀洪積層と呼ばれて

いる。大小さまざまな小石の混ざった籍層、

黄色味を帯びた砂の層、赤味を帯びたシルト
たい

層などが堆積している。有名な高師小僧は、

この地層から産出する。

高師小僧 高師原一帯の広範囲で産出する。

地下水に溶けていた鉄分が、地中の植物の根

や茎の周りにバクテリヤによって沈殿したも

ので、直径 2-5 cm、長さ l~10cmぐらいの

管状の褐鉄鉱のかたまりである。まれに直径

20-30cmのものも見られる。大部分のものは

地層中に直立した状態で産出する。

棒状、芋状、樹根状、その他いろいろな形

状を示し、中に子供の体形に似た形態を示す

ものもあって、明治28年 (1895)、地質学者

によって高師小僧と命名されたとされている。

全国各地に産出するが、高師原一帯は、雨で

地面が洗われた後などに多く散らばっていた

ため注目を集め、標識地となった。昔は、こ

れを粉末にして、けがをしたときの止血剤と

して使われたこともあったという。今の高師

原一帯は住宅化・耕地化が進んだため、ほと

んど採集ができなくなった。昭和32年 (1957)

10月、市立高師台中学校（旧愛知県開拓指導

所）の校庭南側165m'

(50坪）が産出地とし

て愛知県の天然記念物

に指定された。なお、

同校の体育館新築工事

の際たくさん掘り出さ

れたという。

一方、約12万年前、静岡県との県境付近の

太平洋岸を中心とした渥美曲隆運動と呼ばれ

る地殻運動により、丸く盛り上ったドームを

東西に引き伸ばした姿の渥美半島ができあが

った。 ドームの南側半分は、太平洋の激しい

海岸浸食により海岸線が後退してしまい、現

在のような姿になったのである。渥美半島の

分水界は、太平洋岸から北へわずか500m付

近にあるため、渥美半島の大部分の雨は三河

湾へと流れ込む地形となっている。

(2)土地のようす

海岸線は、昔と今では違っている。それは、

おもに気候の影響によって海水面が上がった

り下がったりするからである。寒くなると、

水分が山岳地帯に氷となって蓄えられ海水面

が低くなる。反対に暖かくなると、山岳地帯

の氷が溶け海水面が上がってくる。こうした

変化は、地球の歴史の中で何度も起こっている。

熱田海進（桑原原図） ウルム氷期最盛期（吉田原図）
15万年前 2万年前

縄文海進（桑原原図）

6千年前

図B

図c

図Aは、熱田海進といわれる時期である。

海が東三河奥深く入り込み、この時期に豊橋

平野に厚い堆積物ができ、現在の段丘のもと

ができた。図Bは、ウルム氷期といわれる時

期である。氷河の発達により、海水面が現在

より 140m低くなり、海岸線は太平洋沖に退

いていた。図Cは、縄文海進といわれる時期

である。海水面が現在より 3m程高くなり、

豊橋の沖積平野のもとができた。この海進に

よる当時の海岸線付近には、貝塚などの遺跡

が残っている。

その後、海岸線が少しずつ退き、豊川の土

砂の堆積によって平野が広がっていった。
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第 1章 自然と環境

柳生川近くの沖積平野を 1m位掘るとよし

の根や莱が入った砂の層があるそうである。

また、海抜3mくらいの所には、小浜貝塚な

ど大むかしの人々の暮らしの跡があって貝殻

が出てくる。したがって、この辺りの沖積平

野は、縄文時代には海だったと考えられてい

る。

小浜町から柱第一公園、正光寺の北側から

鴨田町、さらに塩満公園を通って柳生川に至

る地形は、 1 m近く高くなっている。昔の海

岸線だったと思われる。この海は入江を形成

し、豊富な魚介類がとれたことであろう。近

くに清水もわき出ており、暮らしよい土地だ

ったと想像される。

大むかしの海岸線と清水の分布

古くからの山田町 山田町に諏訪神社がある。

永正元年 (1504)ごろの創建と伝えられてい

る。したがって、そのころ周辺に人が住んで

いたことは間違いない。一方、高師石塚町に

高師石塚古墳がある。この古墳は、古墳時代

後期の 6世紀後半～7世紀前半につくられた

といわれており、そのころ付近に人が暮らし

ていたと考えられる。

それ以前には、山田町や現在の栄校区内に

おいて、人が暮らしていたことを立証するよ

うな遺跡は発見されていない。

(3)温和な気候

気温・降水量のようす 豊橋地方は表日本式

気候で、四季温暖といえる。

豊橋の平成16年 (2004)までの過去29年間

における最高気温は平成13年8月14日の38.6

℃、最低気温は昭和59年 (1984)2月12日の

-6.4℃で暑さ寒さはかなり厳しい。しかし

平均気温が 5℃以下になることはなく、最も

暖かい月と最も寒い月の平均気温の差もそれ

ほど大きくない。年間の平均気温も15.8℃と

高く、 1年を通じて植物の生育できる常春の

地といえよう。
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゜
月ごとの雨量の変化は、夏に多く、冬に少

なくなっている。

風のようす 豊橋地方の主たる風向は西北

西で秋から冬にかけて多く吹く 。夏は南寄り

の風が吹く 。月別平均風速（平成11~15年の

平均）は、 4.4m (1月） ～2.5m (7月）で、

年平均3.3mとなっている。

北北西（7.2)北(i4)北北東(21)
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東南東(10.4)

南南東(27.8)

豊橋の風向別年間日数(1999~ 2003年の平均）
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1 栄のあゆみ

(l)大むかしのくらし

文化のあけぽの 旧福岡校区（栄校区誕生以

前の当地域は福岡校区に含まれていた）にお

いて、初めて人類が住み始めたのはいつごろ

だろうか。

文字の無い大むかしのことを詳しく調べる

のに、考古学という学問がある。考古学者た

ちの調査・研究によると、地質学でいう更新

世（洪積世、約200万～ 1万年前）には、こ

の日本に確かに人類が生活していたことが知

られている。

東三河における最初の人類として、牛川町

の石灰岩採掘場において、今から 5万～ 8万

年前の旧人に属する人骨が発見され、牛川人

と命名された。牛

川人が住んでい

たのは旧石器時
紐
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打採集に頼っており、

用されていた。

旧石器時代には、氷期（寒冷期）と間氷期

（温暖期）が数万～数十万年ごとに繰り返さ れ

ていたが、縄文時代（約 1万2千～ 2千4百

年前）に入ると、気候も温暖となり動植物も

人類進化の過程

生育しやすくなって種類も増えていった。

現在のところ、旧福岡校区に人類の足跡の

証拠として残されている最古の遺跡は、小浜

貝塚（小浜町、縄文前期～晩期）だといわれ

ている。この貝塚は、現在の海岸から 2km

以上も離れているが、今から約6千年前の縄

文海進時には海水位が今より 3m以上も高く、

近くまで海が入り込んでいて、当時の人々が

魚介類を採取して暮

らすのに都合のよい

場所であった。小浜

貝塚からは、縄文前

期～晩期にわたる土

器、土器片のほか、

前期末のころの人骨
おうがくっそう

（横臥屈葬）が出土
小浜貝塚出土の中期の土器

した。

貝塚とは、大むかしの人々が食べ捨てた貝

殻などの積もった所であ る。大むかしの住民

は、貝や魚や獣や果実をとって食べており、

不用物はごみ捨て場に捨てた。しかし、 今日

残っている ものは貝殻が多く、 他に獣骨や魚

の骨のほか、そのころ用いた器具などが含ま

れる。貝殻が比較的たくさんあるので貝塚と

名付けられたのである。

草創期 約12,000年前～

早期 約 8,000年前～

前期 約 6,000年前～

中期 約 5,000年前～

後期 約 4,000年前～

晩期 約 3,000年前～約2,400年前

縄文時代の時期区分

縄文時代とは、縄文式土器が使用されてい

た時代をいう 。縄文式土器は、ろくろを用い

10 



ず、露天でたき火をして焼いた素焼きで、焼

成度が低いので、黒褐色や赤褐色をしている。

縄文時代には、土器、石器、弓矢などが使

用されていた。土器の使用は、それ以前の石

器しか知らない時代の人々と異なり、その生

活内容を格段に豊かにさせた。食物を収め貯

えたり煮たりできる土器は、生活にきわめて

有用な道具であり、これの出現により、以後

の長い文化の発展の原因となった。また、狩

猟の道具に弓矢が発明されることにより、獣

の捕獲量は急に増えた。

縄文時代の遺跡は、おもに海や川に面した

南向きの住居がつくられた洪積台地と、近く

にわき水のある場所であったことが分かる。

さらに、狩猟、漁労、採集のしやすい場所が

一般的である。縄文時代の人々の暮らしは、

さまざまな遺跡や遺物の調査から、次のよう
＼ヽ のしし しか

なようすが浮んでくる。山野に住む猪・ 鹿そ

の他の獣類を追いかけ、海 ・川に住む魚 ・貝

類をとり、各種の若葉 ・若芽 ・くり・くるみ・

やまぶどうその他の果実、 山芋 ・ゆりの球根

などをとっていた。植物性食料の貯蔵、丸木

舟を使っての協同漁労、犬をかり出しての協
しが

同狩猟、動物の園牙 ・骨や角などの道具への

加工、調味料と しての塩の利用、 生活物資の

交易、犬や野生動物の飼育なども行われてい

た。人々が採集してきたくりややまぶどうの

種を家の周りに捨てたとき、その中に発芽し、

生育して結実するという事実も経験したであ

ろう。山野にある山芋などを根のまま採取し、

これを家の周りに移植させることによって再

びその地に行かなくても食料として利用でき

ることも知るようになったであろう 。そして、

家族単位の竪穴住居が小さな血縁者の集落を

つくり、平等な共同体を営んでいた。

稲作の始まり 日本が縄文文化に停滞してい

たころ、中国においては、すでに優れた文化

が展開していた。そして、稲作や金属器（青

第2章 歴史と生活

銅器・鉄器）、土器の製作技術ばかりでなく、

装身の方法や埋葬のような習俗、精神的な

面においても、大陸の影響を西日本から東

日本へと順次受けることとなった。このよう

に、縄文文化の伝統を持ちながら大陸の影響

のもとに新たな生活に展開していった今から
やよい

2千4百年ほど前の文化は、弥生文化と呼ば

れている。

日本の稲作の起こりは、福岡市板付遺跡の

調査などから、弥生時代ではなく、それより

前の縄文晩期であることが分かる。
から-

豊川流域の稲作の歴史は古く、唐古（奈良
とろ

県） ・登呂（静岡県）の水田遺跡と肩を並べ
うりごう

るほど古い瓜郷遺跡（弥生中期～古墳初期）

がある。この遺跡は、豊川河口付近の低湿地

に位置しており、近くの台地上の森林で狩猟

をし、河口の浅瀬で魚介類をとり、周辺の低

湿地で稲作を行っていた所であることが、発

掘調査や出土品から明らかになった。この遺

跡からは、水田跡は発見されなかったが、炭
もみ

化した籾・稲穂を収穫するときに使用する石
くわ ふみすき

包丁・鍬や踏鋤といった木製農耕具・土器類・

骨角器 ・磨製石器 ・漁労具 ・木製弓・木の実

などが出土している、また、鳥・獣・魚を含

む貝塚もある。

瓜郷復原住居

柳生川沿いの湿地と暮らし 柳生川沿いの湿

地においても、瓜郷遺跡と同じころ、稲作が

取り入れられていたことが、橋良遺跡（柱三

番町、弥生中期）の発掘調査や出土品から分

11 
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12 

かる。この遺跡からは、竪穴住居跡やはまぐ

りを中心とした小貝塚 ・磨製小型石斧・打製

若砿（弓の矢じりとして用いられた石器）．
ながとこしき たかつき だいつき

土器の長床式のつぼ ・高坪 ・台付かめなどが

出土している。
やよ い

弥生時代の柳生川沿いにおいては、橋良遺

跡周辺の湿地帯以外、例えば小池方面や下流

の小浜方面でも水田に適した場所は無かった

ようで、遺跡も見つかっていない。

柳生川沿いの当時の弥生人の生活は、発掘

調査や出土品から、近くの森林で狩猟をし、

海や川で魚や貝類をとり、野生植物の若栗や

若芽・各種果実 ・木の実 ・球根類を採集し、

栽培耕作を行い、周辺の低湿地で稲作を行う

というようなものであったと考えられる。

古墳時代 稲作が普及し、農具や武器に金属

が使われだすと、人々の暮らしは大きく変化

していった。米が多くとれて人の多い豊かな

集落と、そうでない貧しい集落とができ、そ

の間で水や土地の奪い合いなどから争いが起

き、強い某落は弱い集落を従え、小国家（集

落共同体）ができるようになった。

4世紀になると、中央集権化の波がおしよ

せ、躾落共同体の統合が広範囲になり、 4世

紀中ごろ大和朝廷の統ーが行われた。弥生時

代が発展的に解消した後の 3世紀末から 8世

紀初めころまでを高塚式古墳を基準として古

墳時代という 。古墳の種類は、盛り土の外形

から前方後円墳、方墳、円墳を基本形とする

が、変形もある。
なみ うえ

東三河地方で最古の古墳は、浪ノ上第 1号

古墳（牛川町、古墳前期）で、その後6世紀

ごろまで各地に前方後円墳がつくられた。

前方後円墳は、形やつくり方、副葬品など

がよく似ていて画ー的であることから、大和

王権がリーダーシップをとった結果と考えら

れている。
まごしながひづか

石巻本町の馬越長火塚古墳 (6世紀後半、

むろおうづか

全長64m以上）や牟呂王塚古墳 (6世紀末～

7世紀初、長さ約40m)の前方後円墳では豪

華な副葬品の中に馬具が含まれており、高い

身分の者の古墳であると考えられる。

大規模な墳墓は、鉄器の使用・耕地の拡大・
かんが tヽ

灌胤技術の発達など、その時代の本格的農業

生産への流れに即応し、生産量の増加による

経済力を身につけた地方豪族が、 一般農民と

の身分の差を明らかにし、その事実を後世に

伝えようとしたものであるといえる。

豪族の台頭とともに、 一般民衆の力も伸び

てきた。6世紀から 7世紀にかけて10数mほ

どの大きさの円墳が多数つくられるようにな

ったのである。複数の人骨を収めた家族墓と

考えられる円墳も見つかっている。

栄校区における古墳としては、高師石塚古

墳（古墳後期、未発掘）がある。墳丘の高さ

約2.7m、直径約13mの円墳である。小池町

から柳生川方面が見渡せる位置にあり、この

地域の豪族の墓だと考えられる。その他、い

くつかのこの地方の古墳についての言い伝え

が残されている。

高師石塚古墳

穂国 大化元年 (645) の大化改新以前にお
ほのくに ほの

いては、東三河地方は「穂国」と呼ばれ、穂
くにのみやつこ

国造が任命されていた。東三河のシンボル

としての本宮山が「穂」の由来であるとされ



ている。

穂国造に関しては二つの文献がある。一つ

は歴史書である「古事記」（開化天皇の条）
みかどのわけおおきみみかわのほのわけの そ

に「朝廷別王者三川穂別之祖」とあり、穂国

造が朝廷別王であったことが記されている。
こくぞうほんぎ

もう一つは「国造本紀」（雄略天皇の条）に「穂
かつらぎのそつひこ うなかみのすくね

国造・・・ •葛城襲津彦 4 世孫、菟上足尼・...」
とあり、 5世紀後半から 6世紀ごろ菟上足尼

が穂国造に任命されたと記されている。なお、
うたり

小坂井町の菟足神社は、菟上足尼（穂国の初

代国造とされている）をまつっている。

この地方が、穂国として大和朝廷に組み込ま

れた時期については、資料的に少なく不明な点

が多いようであるが、巨大古墳の出現状況から

考えると、 5世紀以降といえるであろう。大和

朝廷は、地方の豪族を国造と呼ぶ地方官に任命

して地方の支配を進めたが、当地方の豪族も穂

国造として任命され支配されたのである。
たいほうりつりょう なかのおおえのおうじ

大宝律令と三河国高師郷 大化元年中大兄皇子
なかとみのかまたり

と中臣鎌足が中心になって、従来の氏姓制度

による皇室・豪族の個別的支配権を否定し

て、中国の律令制度にならった公地公民制に

碁づく中央集権的 ・官僚制的支配体制を打ち

立てようとする一大政治改革が実行された。

そして、翌年新しい政治方針が出され、「国」

「郡」などの地方行政区画の整備が実施されて、

この地方は三河国（西三河）と穂国（東三河）

が合併されて、新たに「三河国」となった。

この新しい三河国の国司が政治を行う役所で
こくが -くふ

ある国衛の所在地（国府）は、現在の豊川市

白鳥町総社付近といわれている。

大化改新の基本方針として大化2年に、 ①

皇族・豪族の私有地 ・私有民の廃止 ②京師・

国 ・郡 ・里などの地方行政組織の確立 ③戸
はんでんしゅうじゅのほう そ よう ちょう

籍の作成と班田収授法の実施 ④租・庸・調

その他の統一的な賦課制度の施行、という

4項目が示されたが、この改新の目標が遂行

されたのは、実質的には天武天皇が天武10年

第2章歴史と生活

あすかきよみはら

(681)以降に制定した飛鳥浄御原律令を大宝

元年 (701) に拡大整備させた大宝律令の制

定まで多くの日数を要した。

新しい三河国の旧穂国は、 三つの郡に分け

られ、その一つは渥美郡、他の二つの郡は、
ほお ほい やな

宝妖郡（後の宝飯郡）と八名郡である。渥美
f• かし

郡のうち、豊橋市域には、高蓋郷（高師から
いそべ

天伯・ ニ川）、蟻部郷（老津・杉山から太平洋
はた

に至る地域）、幡太郷（主に羽田町）、渥美郷

（主に八町付近）の 4郷があった。
ごう

「郷」は、律令制の地方行政区画の最末端

組織で、 50戸 l郷が原則である。郷を構成す
ごうこ

る戸は郷戸と呼ばれ、班田収授や税の徴収

の単位とされた。郷戸の規模は、 10人前後か

ら100人以上に及ぶものなど大小さまざまで、
きこう

夫婦親子のほか、いとこやおい ・めいや寄口
ぬひ けにん

の家族、奴婢、家人などを含んでいた。

寄口＝戸籍上の一つの部類で、個人又は家族

ぐるみ異姓の戸籍に編付したもの。律令国家

の給付と収奪のアンバランスにより絶戸した

戸の家族や没落した戸のものが富裕な戸に引

き取られたもので、戸主の同族 ・女系縁者 ・

非血縁者など、戸主との関係は雑多である。

当時の重要な労働力になっていたといわれる。

奴婢＝古代の賤民で奴は男子を、婢は女子を

いう。律令制度のもとにおける賤民には陵戸・

官戸・家人・公奴婢・私奴婢の 5種があったが、

このうち公私奴婢は最も身分的に低いものと

されていた。公奴婢は官有、私奴婢は私有の

奴隷であって、家人以上が家族生活を許され

たのに対して、公私奴婢は許されず、良民の
くぶんでん

3 分の 1 の口分田を与えられ、売買•譲与•質

入は所有者の自由であった。その数は全人口

の5~10％とみられている。

陵戸＝天皇、皇族の陵募を守ることを世襲の

職業とするもの。身分的には賤民の中で最も

良民に近く、良民と同額の口分田を与えられ

13 
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たが、結婚は許されず、戸籍も別に作られた。

官戸＝宮司の雑役に駆使された。官奴婢（公

奴婢） よりは身分的に上位にあり、 一戸を構
くぶんでん

えた。良民と同額の口分田を得たが、収穫稲

はすべて官納し、衣食は別に官給された。

家人＝奴婢と同様相続の客体とされ、良民の

3分の 1の口分田を与えられた。家人は家族・

私業を営むことを認められ、原則としてその

売買が禁止されるなど奴婢よりも高い地位の

奴隷である。

公奴婢＝官奴牌ともいう。律令社会の最下層

賤民である。奴婢のうち、個人所有の私奴婢

に対して官有の奴婢をいう 。大化以前の朝廷

所有の奴婢の系統をひき、諸官庁に属した。

私奴婢＝官有の公奴婢に対して私有の奴婢を

いう。土地と並んで財産視され、売買の対象

となった最も本格的な奴隷で、戸を構えて生

活することは認められず、所有主のため雑役

に従っていた。良民の 3分の 1にあたる口分

田を与えられたが、納税の義務は無かったの

で、彼らを所有していた豪族などには、きわ

めて有利であった。

律令制のもとで水田の開発が進んだことを

知る手がかりとなるものに条里制の遺構があ
はんでんしゅうじゅのほう

る。大化改新による公地公民制と班田収授法

に甚づき、農民には一定の口分田が与えられ

つばつ"
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二

里6町里
四
里

＿―-里

条

町
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条里制地割の方法

た。そのため、各地の水田に適した土地は、

一定の広さにより土地割がされたのである。

この土地割が条里制である。条里制における

地割については、一辺の長さ 6町（約654m)

四方の一区画を里または坊といい、この区画

を南北方向、東西方向にそれぞれ広げていき、

南北方向を一条、二条、東西方向を一里、ニ

里と数える。6町四方の区画（里）は更に縦

横―町（約109m)ずつに区切って 6等分し、
あぜ

溝や畦などで坪と呼ばれる36の区画に分ける。

そして里の一隅から 1坪、 2坪・・ ..と36坪ま

で数えていく 。

したがって、耕地の所在地は「何条、何里、

何坪」で明示することができる。 さらに 1町
はおり ながち

四方の中は10段に区切られ、半折型や長地型

に並べられていた。

豊橋地方における条里制の遺構は、耕地整

理などでほとんど破壊されてしまっているが、

賀茂、下条、大村地区などでは、区画整理以

前の地図でそれが確認できる。

班田収授法は、田地の集中を防ぎ、民生を

安定させるとともに、国家の租税収入確保を

目的とするものであったが、人口の増加と貴

族 ・寺院の田地の増加に伴って分け与える口

分田が不足することになり、養老 7年 (723)
さんぜいっしんのほう

に三世一身法などで対応したが効果がなかっ
こんでん

たため、天平15年 (743) に墾田永世私財法

を出すこととなり、それが原因で班田収授法

はくずれ、私的大土地所有制である荘園が増

え続ける結果となった。班田収授法は、 9世

紀以後律令制のゆるみにつれて実施困難とな

り、延喜2年 (902)を最後に廃絶した。

(2)古代から中世へ

伊勢神宮領 律令制度が行き詰まり、 三世一

身法に続き、墾田永世私財法が発令されると、

富裕な貴族や、有力な寺社はこぞって新田の

開発を行い私有地（荘園）とした。さらに、

これらの荘園が、不輸不入の権（租税を納め

なくてもよい権利と役人の立ち入りを拒否で

きる権利）を獲得すると、地方の豪族は所有

14 



する土地を、国司の収奪から逃れるために貴

族や寺社に寄進した。

豊橋地方の荘園は、この寄進地系荘園が多

かったとされる。なかでも、朝廷の保護が厚

く、強い勢力を持ち、地理的にも近かった伊
かんべ みくりや みその

勢神宮領（神戸 ・御厨 ・御園と称される）が

数多くあった。
あくみかん ぺ

例えば、飽海神戸（現在の八町付近）は、

平将門の乱の平定を祈願した朝廷が御礼とし
あ く みかんぺしんめいしゃ

て献上したものであり、安久美神戸神明社で

行われる鬼祭はこの神領の繁栄と安泰を祈願

して始まったと伝えられる。

校区の近くでも、大津神戸（老津町）、橋

良御厨（橋良町）、高足御厨（高師町）など

があった。

食杉山汽園
美神戸

5 
吉m如..,-橋良御厨
竺野依御厨

豊橋周辺の荘園

細谷御厨

豊橋から渥美半島一帯は、伊勢とは海の対

岸であり、船を使っての往来が盛んだった。

梅田川河口付近から田原にかけては神宮へ納

める米の積み出し港だったようである。

その後、鎌倉時代になっても、幕府の伊勢

神宮に対する保護は厚く、いくつかの御厨か

ら地頭職を停止させ、地頭の取り分を放棄さ

せたり警察権さえ も神宮に与えられたりした。

そのため他の地域に比べ、武士の横暴は比

第2章歴史と生活

較的少なく、農民にとっては暮らし易い地域

だったようである。

武士の出現と領地 荘園や寺社領などが増加

してくると、中央の朝廷の力は弱体化し、地

方政治を荒廃させ、 国司の悪政はますますひ

どくなった。豪族間の土地を巡る争いも激し

くなったが、朝廷にはこれを取り締まる力は

無かった。

そのため、荘園も、寺社領も一族郎党を組

織化し、私兵を育て自衛に努めた。しだいに、

個々の武士団は、地方在住の皇族や貴族をリ

ーダーとして、より大きな武士集団をつくり

あげていった。

やがて、源頼朝が平家を滅ぼして政治の実

権を握ると、朝廷に守護・地頭を設置するこ

とを認めさせた。頼朝に従う武士（御家人）

の多くは荘園の荘官、公領の郡司、郷司など

であったが、地頭職を補任されることにより

領主としての地位を認められた。頼朝は御家

人に領地（御恩）を与える代わりに忠誠（奉

公）を誓わせ、主従関係を結び、封建制度を

つくりあげた。

しかしながら、地頭職は、もともと現地を

管理し、年貢を徴収し、領主に納める ことと、

領内の警察権を持つものであったが、 この権

利を乱用し、年貢を横領したり、加徴米を付

課するなど、領主や荘民を困らせるものが後
じょうきゅう

を絶たなかった。承久 3年 (1221)幕府の専

横に不満を募らせた後鳥羽上皇が挙兵した承

久の乱を幕府が制し、朝廷側の所領を没収し、

新たに地頭職を御家人に与えた。

これにより幕府の全国支配は完成したが、

その後も、幕府権力を背景とした地頭の横暴

は治まらず、さまざまな理由をつけて年貢を

滞納、横領し、荘園領主と地頭との間で紛争

が頻発した。その解決方法として、毎年一定
じとう

額の年貢納入や、荘園の管理を請け負う地頭
うけ

請や、荘園の一部を分割して地頭の領地とし
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したじちゅうぶん

て与える下地中分などが行われたが、地頭の

侵出を加速させる結果となり、荘園制度崩壊

を進めることとなった。

人々の信仰 平安末期、 貴族は没落し、盗賊

や悪人がはびこり、世情不安な中、人々は、

生命や財産の保全に心配をしながら毎日の生

活を送っていた。また、来世の極楽往生を願

う末法思想が広く信じられるようになり、人

々は心のよりどころを求めていた。

鎌倉時代になり、屈然、籍薔、□蘊などが
一般大衆にも理解しやすい新しい仏教を説き

はじめると、人々の心をとらえてしだいに広

がっていった。

ただ、村には、昔からの鎖守様があり、自

然の気候などに左右されやすい生活を営む農

民にとっては、村全体の安全な生活と、五穀

豊穣を祈るよりどころとなっており、村とし

てのまとまりのための中心となっていた。

戸部塚と十三本塚悲話 応仁の乱の後、室町

幕府の力は衰え、各地に群雄が割拠し戦国時

代となった。有力武将は、近隣の武将たちを

その勢力下に治め、大きな力をつけ天下統一

の機会をうかがっていた。駿河の今川義元も

その一人で、過守、 三河の 3国を傘下に収め、

尾張の東部まで勢力を伸ばしていた。一方、

尾張には織田信長が、新興勢力として力をつ

け、今川領を侵そうと争っていた。

永禄 3年 (1560)、今川義元は、大軍を率

いて京を目指して進攻した。しかしながら、

桶狭間の戦いで織田信長に敗れて戦死し、そ

の野望はついえた。

この前後の、今川、織田の争いにまつわる

エピソードで、校区近隣にゆかりの深い史跡

が残っている。

一つは、柱九番町にあった戸部塚である。

現在では、塚石もなく、 言い伝えとして残っ

ているにすぎないが、無実の罪で処刑された

戸部新左衛門が埋葬された所だったとされて

しヽる。

戸部新左衛門は、今川義元の家来で、尾張

笠寺の城を守っていたが、織田信長が、東へ

勢力を伸ばしていくためにはきわめて邪魔な

存在だった。弘治 3年 (1557)、信長は、新

左衛門が信長にあてて出したような偽手紙を

作り、策を用いて義元に届けさせた。これを

見て、内通していると怒った義元は新左衛門

を駿河へ呼び、吉田城下まで来たとき、これ
えんざい

を捕らえて切腹させた。冤罪で殺された新左

衛門を哀れみ、村人たちが造ったのが戸部塚

であると伝えられている。

もう 一つは、十三本塚である。国道259号

の高師口交差点の西南角に建っている供養塔

（大乗抄典の碑）、富本町にある姫塚、小池町

にある地蔵尊が、殺された人たちの供養のた

めに、後世になって造られたとされている。

今川義元が桶狭間で横死したのち、今川家は
うじざね

息子氏真が家督を継いだが、義元ほどの器量

がなく、配下の東三河の武将たちは、今川家

に人質を置きながら、勢力を伸ばしてきた織

田信長や松平元康（のちの徳川家康）方にひ

そかに寝返っていた。

当時の慣わしで、配下の部将は、忠誠の証

しとして有力武将に、妻や子供を人質として

預けなければならなかった。徳川家康が幼少

の頃から今川家の人質になっていた話は有名

である。

配下の寝返りを知った氏真は、永禄4年吉
おはらひぜんのかみしずざね りゅうねんじ

田城城代小原肥前守鎮実に命じて、龍枯寺山

門前で、吉田城内に預かっていた人質十数名
はりつけ

を深のうえ、串刺しにして殺してしまった。

犠牲となったのは、ほとんどが東三河の諸

将の妻や子供で、戦国の世の厳しく悲しい話

として今に伝えられている。

なお、大乗抄典の碑は江戸時代になって建

てられ、当初はもう少し北にあり、その後県
かくふく

道石巻・赤根線（豊橋環状線）の拡幅のため



一時富本公園に移されたが近年現在の所に戻

された。地蔵尊は、いつごろ造られたものか、

また犠牲者の供養のために造られたかも不明

だが、この一帯が龍枯寺の寺領だったことか

ら、後年人質の霊をなぐさめる地蔵尊として

まつられるようになった。姫塚は富本町地内

にあり、処刑された人質が葬られている場所

と伝えられている。

この十三本塚の名

称は、犠牲者が11~

14名だったことから、

当時全国的風潮であ
贔．

った、塚を13甚つく 蔓

る「十三本塚信仰」に

あやかりこの名がつ

いたといわれている。

また、現在の富本

町の町名は「十三本」 大乗抄典の碑

を「トミモト」と読み替えてつけられたもの

である。
すさのお

森田新田と進雄神社 松平元康は、永禄5年

に今川氏との関係を絶ち、織田信長と同盟を

結び、名前を家康と改名し、東三河に領地拡

大を目指した。家康と今川家の吉田城城代小

原鎮実との間で、幾度となく戦いが繰り返さ

れたが、永禄8年に和議が成立し、家康が吉

田城を占領し、続いて田原城を手中にし、東

三河を完全に掌握した。

家康は、吉田城を腹心の酒井忠次に与え、

近辺を統治させた。忠次は、軍事のみならず、

内政にも力を注ぎ、豊川の堤防の改修、藩械
せき

堰の設置など、流域の治水にあたるとともに、

豊川に土橋を架けた。一方で新田の開発も奨

励し、横須賀の新田などを開発した。忠次の

治世のもと、吉田は商工業とも発展し、東三

河地区の中心地となった。

この酒井忠次の時代に、現在の南部中学校

一帯に森田新田が開発され、永禄11年 (1568)

第2章歴史と生活

に完成したという説がある。
むなふだ

しかし、進雄神社の棟札などから類推する

と森田新田の開発は江戸時代になってからで、
くぜやまとのかみしげゆき

完成したのは、城主久世大和守重之の時の元

禄11年 (1698) と思われる。なお神社境内の

由緒誌も元禄11年とされている。

この森田新田の開発により、栄校区として

は、山田町界わいと小松新田に次いで人が住

むようになった地域と考えられる。

そして、住民たちは、村の鎮守として現在
やよい ごずてんのう

の弥生町字西豊和の地に牛頭天王をまつる社

を造り、五穀豊穣や平穏な暮らしを祈った。

その後明治時代になって、神仏分離令によ
すさのおのみこと

り牛頭天王に替わって進雄命をまつるように

なり名前も進雄神社と改めた。

ところが、この辺りが陸軍用地として使わ

れることになり、 二度の遷座を経て現在の地
から 9ヽけ

（南栄町空池）にまつられるようになった。

進雄神社

(3)江戸時代の農民のくらし

吉田藩と政治 豊臣秀吉の時代、 吉田は、徳

川家康をけん制するための戦略拠点と して、腹

心の有力部将である池田輝政が配置され、その

所領は、東三河全域と西三河、遠江の一部に及

び15万2千石という大きなものであった。

しかしながら、江戸時代になると、当然の

ことながら大大名を配置する意味がなくなり、

細かく分割統治されるようになった。

しかし、東海道の要衝の地である吉田藩は、
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まつだいらいえきよ

譜代大名の松平家清が配置され、当初3万石

の小さな領地だったが、江戸中期、大河内松

平家が藩主となってからは 7万石に加増され、

明治維新までこれを維持し続けた。

初代の松平家清から22代にわたる歴代の藩

主は、幕府の信任が厚く、老中、奉行など幕

府の要職に就くことが多かった。

藩政の仕組みは、幕府の職制にならって

いて、幕府の老中にあたる家老、若年寄に

あたる中老、それと小姓頭、用人の四職を
おんせき

「御席」と称して最高首脳部を構成した。小

姓頭、用人は藩主の側近の御用を務め、老中、

中老が、軍事、行政、財務などの政務のさい

はいを振るった。
おもてがた

政務を担当するのは表方と称し、家老、中

老のもとで「番方」と「役方」に分かれた。

番方は軍事的な勤務を担当し、城代、城番頭、
はた やり

旗奉行、鑓奉行などが属した。役方は、非軍
こおり

事的な勤務を担当し、町奉行、郡奉行、郡代な

ど町民、農民を支配する役人と、勝手掛、勘

定奉行など財務を担当する役人が属した。

江戸時代は平和が続き、番方の仕事は城内

外の替備などが中心で、おおむね閑職であっ

たが、藩の財政は、農民から徴収する年貢に

依存していたため、役方の民政や財務の役人

の重要性が強まっていった。

郡奉行、郡代の支配のもと、村には庄屋、

組頭、百姓代の村方三役といわれる村役人が

置かれ、村中の年貢を取りまとめて領主に納

める任務を行っていた。年貢は、農民一人ひ

とりに対してではなく、 「年貢村請」といっ

て村全体に賦課され、村方三役が中心となっ

て村として責任を持って上納する仕組みにな

っていた（村方自治）。他にも農民を統制、支

配するための仕組みとして 「五人組制度」や

「寺請制度」があった。前者は、農民をグル

ープ化して組内での租税の滞納、異教徒 ・犯

罪人の有無、さらには日常生活にいたるまで

相互監視させ、連帯責任を負わせるものであ

った。後者は、逃亡、逃散の防止や他領への

奉公禁止など耕作人口流出防止とキリシタン

禁止の徹底のため、すべての人がいずれかの

寺院に属するよう定めたものである。

苦しかった村のくらし 前述のとおり、江戸

時代の経済の基盤は蔑業であり、農民が納め

る年貢が藩の財政を支えていた。そのため、

士農工商といわれるように、農民は武士に次

ぐ身分とされていたものの、 「百姓は生かさ

ず殺さず」（徳川家康のことばとされている）

の政策のもと、衣食住にわたり厳しい制約を

受け、貧しく苦しい生活を強いられていた。

税は、田畑の生産物への年貢をはじめ、海

や山の産物にも課せられ、さらには、土木工

事、助郷などの労働賦役もあるなど多岐にわ

たる重いものだった（詳細後述）。年貢の税

率 （菟）は「五公五民」とか 「四公六民」と

いわれるように田畑の収穫量の半分近くを納

めなければならず、しかも、すべて米で納め

ることが原則だった。そのため、農民は日常

生活において、米を常食とすることはできず、

籍菫、豆類などの雑穀を主食とせざるを得
ききん

なかった。ひとたび天災や飢饉に見舞われる

と、たちまち年貢は滞納され、借金は増大し、

なかにはなけなしのわずかな土地を手放して、
みずのみ

水呑百姓に転落するものもあった。藩からの

お触れである「五人組帳前書」 には、日常生

活の在り方まで指示されていて農民の生活ぶ

りをうかがうことができるので、 清須新田五

人組帳からの要約を紹介する。

・病気などで田畑の耕作ができない場合は村

中で助け合って耕作し、荒地にしないよう

にすること。

・常日頃から、飢饉に備え豆類や芋の葉など

を備蓄しておくこと。

・衣類は、男女とも木綿以外は着てはならない。



．嫁入り道具、祝儀はできるだけつつましく

し、おおげさな祝宴もしないように。

．捨て子は絶対してはならない。

年貢と助郷 農民に課せられる税の主なもの
ほんとものなり

は、田畑の年貢であり、これを「本途物成」

といい、米納が原則であった。他にも海や山

の産物に課せられる小物成、農業の合間の副

業に課せられる運上、土木工事や助郷などの

労働賦役である夫役など多種にわたりきわめ

て過酷なものだった。

年貢（本途物成）は、村高（あらかじめ定

められた標準収穫高）に一定の税率（免）を

掛けて計算された。当初は、毎年収穫前に、

藩から役人が実り具合を調べに来て、その年
けみほう

の税率を決める検見法で行われていたが、吉

田藩では享保15年 (1730) ごろから過去数年

の平均収穫量を基礎として、その年の豊凶作
じょうめんほう

にかかわらず定額を課する定免法に変わって

いった。しかしながら、 10年程で検見法に戻

り江戸時代末期まで続いた。税率は、ほぼ「四

公六民」と厳しいものだった。

農民を苦しめ、農村を疲弊させたもう一つ

の要因は、助郷制度だった。

二川宿（二川町）には、旅人やその荷物を

運ぶための人馬を用立てる問屋場があり人足

や伝馬を常駐させていた。しかしながら大名

や公家などの特別な大通行の場合には不足し

たので、臨時に近在の村に割り当て、不足分

修復された現在の二川本陣

第2章歴史と生活

を補った。これが助郷制度である。

当初は、あくまでも臨時の補充的なものだ

ったが、参勤交替が制度化されるなど街道の

交通量の増加に伴い、しだいに恒常化され、

元禄 7年 (1694) には東海道の宿駅の助郷が

確定した。

二川宿では、近隣12か村が定助郷（定数の

人馬の補充を義務付けられた助郷）に指定さ

れ、高足村（現在の栄校区、高師、野依、植

田、本郷各校区などにあたる）もその一つで

あった。

助郷の負担割合は、村高から一定割合が控

除されたものが助郷高とされ、助郷高100石

につき 2人 ・2匹の割合で人馬役が課せられ

た。高足村の場合は、村高1,873石に対し助

郷高は1,074石だった。助郷により農村の受

けた打撃は大きく、本来の仕事の農作業が滞
こんきゅう

り、不作凶作の要因にもなり村は困窮し、疲

弊していった。その理由は、第一に、参勤交

替の時期が春秋の農繁期に重なることである。

第二に、徴用される馬は老馬であってはなら

ず、人は15歳から60歳までに決められていた
かわのぞきぶしん

ことであり、更には助郷村には川除普請（川

の治水工事）、橋普請などもしばしばあった。

減租の訴え 重税によりぎりぎりの生活を強

いられていた農民は、ひとたび天災や飢饉に

見舞われると、たちまち年貢は滞納し、借金

が増大した。その都度、減租の嘆願は出され

たが、村請制度や定免制をたてに藩の動きは

鈍く、なかなか農民の願いは取り上げられな

かった。

嘆願は、農民の希望を庄屋が嘆願書に取り

まとめ、郡奉行、郡代を通じて提出されたが、

畜芝うがひどくなってくると、法を破って役所
tヽ っき

へ直訴するものが現われたり、 一揆にまで及

ぶこともあった。

高足村庄屋源吉の減租嘆願の話が「とよは

しの歴史」に載っているので紹介したい。
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明和 7年 (1770)高足村は、干ばつに見舞

われ大凶作となった。18歳の庄屋源吉は村民
きゅうぼう

の窮乏を救おうと藩に減租を嘆願した。藩主

は役人に命じ検見をさせた。役人は畑ヶ田（現
のより

畑ヶ田町）の稲の出来具合を見るために野依

橋まで来たが、源吉はたいへん困った。実

は、畑ヶ田のみは豊作だったからである。そ

こで源吉は仮病を使って、橋の上で転がって

苦しがった。役人は仕方なく検見せずに帰っ

ていった。また、翌年も大凶作となり近隣の

庄屋とともに減租を

膜願した。なかなか

認められず、他の庄

屋は脱落したが、源

吉はしつように嘆願

を繰り返し、 138石

の減租に成功したが、

強訴と役人を欺いた

罪で捕われ、死罪を

命じられた。村民の
庄屋源吉の碑

助命運動で死刑は免れたが、 5年もの長い

獄中生活のため25歳で病死した。庄屋源吉は
おう こ くじ

奥谷寺（渥美線芦原駅近

く）に葬られており、壮

挙をたたえ、義人庄屋源
しょうとくひ

吉の頌徳碑も円通寺（高

師小学校隣）に建てられ

ている。

(4)軍隊のおかれた明治

高足村一高師村一豊橋市

ヘ 明治の初期のころ、
現在の栄校区の地域は、

集落は点在するものの、

多くは原野であった。

小松原街道沿いには小

さな集落はあったがそれ

以外の豊橋と田原を結ぶ

I ＇ 
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田原往還（当時の正式呼名で今の田原街道）

と、牟呂 ・小浜 ・橋良から岩屋方面に通じる

道路沿いには、ほとんど集落は無かった。明

治時代の農村は貧しく、大部分の農家の次男、

三男は町に出て、商店の小僧又は職人として

修業した。現在の南栄町付近でいえば明治の

中ごろ、このような人たちが、この地の田原

街道沿いに店を開いた。

明治39年 (1906) 8月31日に、大崎村、高

高師村付近概念図（明治時代）
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高師村を中心とした市町村の沿革



いそペ

師村、福岡村、磯辺村、野依村、植田村が合

併して新しい高師村ができた。なお、それに

先だって明治39年8月1日豊橋町は市制を施

行して豊橋市（全国で62番目の市）となった。

いずれも第15師団誘致への有効な措置となっ

た。

昔は高師村は高足（葦）村といわれていた。

それは梅田川の河原に葦がたくさん生えてい

たことからその名ができたのではないかと思

われる。当時、この地域はたくさんの桑が植

えられ、 養蚕が盛んであった。

なお、昭和 7年 (1932) 9月1日高師村は、

豊橋市に合併された。このとき南栄という町

名ができた。これは豊橋の南部にあっておお

いに栄えることを願ってのことであるといわ

れている。

兵力増強と第18連隊 明治政府は西南戦争

の処理をも って国内治安上の大きな区切りを

つけ、明治15年 (1882)に軍隊の性格、軍人

の在り方などを示した軍人勅諭を発布した。

それと同時に兵力増強方針を発表した。そ

れはこれまでの歩兵14個連隊をさらに10個連

隊増強するものであり、同17年に歩兵第15連

隊から第24連隊まで新設され、その内の歩兵

第18連隊がこの豊橋に設置されることになっ

た。そこで吉田城内に兵舎を建設し諸設備を

整備して同18年には新設兵営に移転を開始し

第18連隊

第2章歴史と生活

た。翌19年には全ての兵舎が完成して連隊の

移転も完了した。そのために豊橋及び周辺に

大きな経済効果をもたらした。その後、第15

師団が誘致され、昭利20年 (1945)の敗戦ま

でいろいろの変遷があったが、名実ともに軍

都の名をほしいままにした。

日清戦争 明治27年8月に始まった日清戦争

において連隊は平壌などの戦いで勇名をはせ

た。翌年講和条約が結ばれると多くの三河各

郡長、町村長、そして沢山の人々に迎えられ

9月に豊橋へがいせんした。

日露戦争 明治37年に日露戦争がぼっばつし

た。ただちに連隊は満州（現在の中国東北部）

へ出征した。多くの戦死傷者を出したが、大

国ロシアに勝つことができた。

この二つの大きな戦争を経て、第18連隊に

対する住民の信頼感はおおいに高まり、市民

との一体惑は経済生活の支柱ともなった。
ふりょ

豊橋伴虜収容所・高師原収容場 日露戦争は

1年6か月で日本の勝利で終結した。ロシア

からは多くの捕虜が出た。日本においてはそ

の捕成の収容が必要となり、全国に29の収容

所を設置することとなった。豊橋にも11番目
ごしんじ

として明治37年関屋町の悟真寺などに豊橋伴

成収容所が設置され、捕虜80人（将候40人、

従卒40人）が収容された。翌年3月に豊橋伴

虜収容所高師原収容場が現在の高師緑地公園

内（老人センター辺り）に建設され、新らた

高師原収容場
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に800人が収容された。捕隈への待遇は良く、

また隣近所の人々も親しみを持って接した。

将校等は市内の散歩も認められ、子供と一緒

に遊んだりしたようだ。また外出が許されな

い高師原収容場の者たちは演劇の上演など楽

しんだ。ロシア人捕成の豊橋での生活はわず

か1年にも満たなかった。
ふりょ

豊橋伴隈収容所高師原収容場として建てら
しょうしゃ

れた建物は、その後高師原演習廠舎として各

地から高師原に来る兵士の宿泊施設として使

用された。

第15師団誘致 明治39年 (1906)政府は日

露戦争後の国際情勢に対処するために 6個師

団の増設を決定し、そのうちの 1個師団を東

海道筋に置くことにした。市制を施行した豊

橋は、その師団の誘致に向け市議会議員、町

総代等の協力を得て、師団設窟期成同盟会を

組織して運動を展開した。

同40年3月に陸軍省は第15師団を豊橋に設

箇することを決定した。誘致を申し出ていた

沼津や浜松、岐阜ではなく 豊橋に設置される

ことになったのは、 高師原から天伯原にかけ

ての広大な演習用地を持つことが適地として

認められたからである。

このころ蚕糸業の不景気により豊橋の経済

は沈滞していた。そこへ師団設置により豊橋

の人口は4万人に対して1万人余の消費者が急

に増えたのである。食品や日用品をはじめと

する商品の需要増加やサービス業の繁盛は、

豊橋が不景気を抜け出す大きな要因となった。

第15師団発足 明治41年10月には、師団の

諸施設の建設は順調に進み、ほぼ完成した。

誘致当初の15師団

そのころすでに習志野で編成されていた師団

は、演習しながら豊橋に移駐してきた。そし

て、同年11月15日演習を終わるにあたり中村

師団長は 「高師原練兵場」で閲兵分列式を行

い、師団編成完結を告げた。

I 施設名 陸軍解体後（現在） I 

第15師団師団司令部（高師村）

歩兵第十七旅団 （豊橋）

歩兵第十八聯隊（豊橋）

歩兵第六十聯隊（喬師村）

歩兵第二十九旅団（静岡）

歩兵第三十四聯隊（静岡）

歩兵第六十七聯隊（浜松）

騎兵第十九聯隊（高師村）

野砲兵第二十一聯隊（高師村）

工兵第十五大隊（豊橋）

輻重（しちょう）第十五大隊（高師村）

豊橋衛戌（えいじゅ）病院（高師村）

豊橋憲兵分隊（高師村）

豊橋衛戌（えいじゅ）監獄（高師村）

豊橋陸軍兵器廠（高師村）

騎兵第四旅団（明治四十二年）

騎兵第二十五聯隊（高師村）

歩兵第二十六聯隊（高師村）

愛知大学東亜同文書院大学記念センター

豊橋市役所・豊城中学等

愛知大学

不詳

不詳

福岡小学校

愛知県立時習館高校等

愛知県立豊橋商業高校

愛知県立豊橋工業高校等

国立豊橋病院平成17年取壊し

豊橋誓察署南部交番

住宅地（豊橋市一色町）

南部中学校・栄小学校等

ュタカ自動車等

豊橋南郵便局等

第15師団編成表（水口源彦氏提供資料より）
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明治43年11月には皇太子殿下が視察され、

大正 4年 (1915) 1月には竹田宮恒久王が騎

兵第19連隊長として着任された。同6年には、
くにのみやくにひこおう

第7代目の15師団長として久遁宮邦彦王も 8

月から翌年8月まで在任された。

大正 7年10月には高師原陸軍特別大演習等、

軍隊に関する行事が続いた。高師原、天伯原

では、陸軍の演習がたびたび実施された。

軍隊と市民生活 師団の建設が始まると、建

設のための資材は各地から運ばれ、大工・左

官・石エ等建設関係の人が集まり、いっぺん

ににぎわった。師団ができてからは、兵隊と

いう消費者が一挙に数千人も増え、兵隊の家

族の見送り、出迎えの人々が出入りするよう

になり、新しい田原街道の整備とあいまって

小池方面がにぎわってきた。道路も田原街道、

大崎街道、小松原街道が整備され、師団司令

部から柳生橋踏切までの道路が新しくできた。

地元の人はこの道路を小池新道と呼んだ。

よ
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この道路の両側には、商店が建ち並び、メ

インストリートとして高師村発展の象徴とな

った。また、豊橋市街には常に軍人の姿が見

受けられ、入隊 ・除隊の風景も市民の生活に

しだいに定着していった。そのため、旅館や

繁華街は人であふれ、市の活性化におおいに

貢献した。

今も残る師団のあと

• 第 15師団司令部（旧愛知大学本館）

は、愛知大学東亜同文書院大学記念センター

として使用している。平成10年 (1998)に文

化庁から「建造物文化財」に指定された。

・ •• --JI ;, 

'ぢ n9と点必
師団司令部

現在

• 第 15師団長官舎（愛知大学公官） 明治45

年師団長官舎として現在の高師石塚町に建て

られた。久遁宮邦彦王も約 1年間住まわれ、
ながこ

長女良子女王（後の昭和天皇皇后）も短期間

滞在された。平成14年に豊橋市指定有形文化

財に指定された。

師団長官舎

かしヽこうしゃ

．偕行社（旧愛知大学短大本部）明治42年に

建てられ、将校向けの軍装用品などの販売、

将校クラブ（親睦組織）などに使用されていた。

・将校集会所（愛知大学総合郷土研究所）師

団が設置されたときに、将校集会所として建

てられた。師団司令部の「剛」に対して「柔」

の雰囲気の建物である。この集会所は回廊と

南側に庭園があり、緑に囲まれ、現在「哲学

の森」と称され落ち着いた場である。
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校区のあゆみ 栄

発展の契機と小池 軍隊とのかかわり合い

は、高師村に師団が設置されて以来、昭和20

年 (1945)太平洋戦争が終わるまでの37年間

にわたって続いた。その間多くの人々がこの

地に集まり、そして去っていった。師団は高

師村にも繁栄をもたらした。師団から豊橋駅

及び豊橋の中心街へと軍隊向けの店が軒を連

ねた。富本町から小池方面へ向かっての旧道

沿いには、兵隊相手のおみやげ屋、周旋屋、

料理屋、置屋、軍服屋、写真屋などができた。

みやげ物として盃、徳利、湯のみ、手ぬぐい

などが売られた。また、郷里から面会に来る

家族のための旅館も多くできた。また、旧道

には花街（現有楽町）もでき、その隆盛ぶり

は目を見張るものがあった。こうして師団が

設置されたことにより、兵営門前町が出来上

がり、活気を帯びた町として発展していった。

しかし、小池を前にしては、南栄を含む当

地域の影はいかにも薄かった。唯一陸軍御用

達として近藤パンが一軒できたのみで、軍関

係物品を売る店は全く無かった。

また、農家にと っても師団から肥料が手に
ふん へいたいごえ

入った。下肥と馬糞は兵隊肥と呼ばれ大切な

肥料源となった。なお、軍関係者に家を貸し、

恩恵を受けた人もあった。

そして師団はこの地に現在も立派に通用す

る道路を残してくれた。それは小池坂上から
かくふく

高師駅付近の約 2kmを20mに拡幅した現在

の国道259号線である。
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第2章歴史と生活

(5)戦争へ大正から昭和

第一次世界大戦（好況から不況へ） 大正 3

年 (1914) にヨーロッパで第一次世界大戦が

起きた。日米両国は連合国への軍需物資の輸

出に加えヨーロッパ諸国の輸出市場を独占し、

日本の貿易は輸入超過から一転、輸出が急伸

し大戦景気を迎えた。このため国内消費され

るべき物資も輸出に回され、国内の物不足が

生じて物価が高騰し庶民の生活を圧迫した。

例えば、米価は 7年には前年比で約 2倍の状

況となった。富山県で同年7月に発生した米

騒動は全国に広がり、豊橋でも 8月に米騒動

が発生し、わずか2日間で逮捕者53人が出た。

大正7年に第一 400 

次世界大戦は連合 一 米価指数
函 —物価平均指数

一 賃金指数
国の勝利で終わっ 300 

た。ヨーロッパの
250 

経済復興につれて、 200

日本の獲得してい
150 

た市場は奪回され
100 

はじめ、日本経済

は好況から不況と

なり、 9年の株式
米価、物価、賃金指数の推移

明治大正
33 1 3 4 5 6 7 8 （年）

相場の暴落をきっかけに恐慌におちいった。

綿糸、生糸の相場は半値以下となり、嵐蔀豊

橋や当高師村も大きな影響を受けた。また12

年には関東大震災が起こり日本経済はさらに

大きな打撃を受けた。

渥美電鉄 大正11年に渥美電鉄（株）が創立され、

豊橋から福江までを結ぶ壮大な計画のもと沿

線の人々の期待を担って発足した。

同12年に高師 ・田原間を着工、翌年高師・

豊島間及び、師団口（現愛知大学前付近）．

高師間を延長し、 14年には、新豊橋 ・田原間

が開通した（なお、当時からこの路線は渥美

線と呼ばれていた）。しかし、当時は不況の

真っただ中であり、また第15師団の廃止の影

孵も受けて、たいへん暗いスタートとなった。

その後、田原 ・黒川原間も開通したが太平洋

戦争のために、そのレールは撤去され、軍需

製品へと転用された。

第15師団廃止 第一次大戦後の世界の潮流

は軍備縮少に向かった。

この地域の期待を担って

設置された第15師団もこの

影響を受け、大正14年に廃

止されることとなった。師

団の解団に伴って多くの兵

士（約3,000人）がいなく

なったことは、この地域の

経済に手痛い打撃を与えた。

しかし存続部隊があり、残

された施設がその後また軍

し
よ

l
¥

豊
橋
師
圏
康
止の施設に利用されて、いっ

たんはさびれた旧兵営付近 師団廃止の
新聞記事見出 し

の商店も活気を取り戻した。（新潮報大正14.3.28)

昭和 2年 (1927) に解団された歩兵第60連隊

（現愛知大学）、野砲第21連隊（現時習館高校）

跡に豊橋陸軍教導学校が設けられ、後にそこ

に第一予備士官学校が置かれた。その訓練は

激烈をきわめ、耐えかねて渥美線に飛び込み

自殺をした学生もあったとのことである。

なお、予備士官学校の氏神であった韮萩葎
じんじゃ

神社は太平洋戦争の終戦とともに廃止された
とうろう

が、これを惜しんだ人たちが、社標と灯籠を
すさのおじんじゃ

進雄神社（南栄）の境内の一角に移した。
えいじゅ

存続された師団衛戌病院は日中戦争が始ま

ると豊橋陸軍病院（旧国立豊橋病院）となっ

たが、増加する戦傷病者を収容しきれず南栄

豊橋陸軍病院高師原臨時病院
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地区に高師原分院を設けるほどであった。

軍国化（施設の拡大） 昭和初期は大正末期

の低迷をそのまま引継いだ。昭和 4年(1929)

ニューヨークに端を発した世界恐慌の影響も

受けて日本全土が恐慌状態となった。各農産

物価は下落し、特に生糸は対米輸出激減の影

響を受けて繭の価格は暴落し、この地では養

蚕を見かぎる農家が相次いだ。一方東北地方

では冷害も加わり生活は極度にこ直釘し、欠食

児童や娘の身売りが続出する状態であった。

日本経済は昭和5~6年を底に立ち直りを

みせはじめた。それは6年の金輸出再禁止等

による円為替相場の下落、すなわち円安によ

る輸出増進、さらには軍需等で8年には大恐

慌以前の水準を超えた。生糸の米国向け輸出

も伸展し 9年にはピークに達した。当時、豊

橋は主要農産物である繭を生糸に紡ぐ製糸業

が盛んで、「糸の街」あるいは「蚕都」とも

いわれていた。なお、当高師村は昭和 7年に

豊橋市と合併した。

元司鈴木製糸

校区内の、山田町（小松原街道沿い）にあ
かねて

ったテl鈴木製糸は最盛期には350人ぐらい働
さなだ

いていた。戦後、豊橋真田工業となったが巨
あかれんがべ t、

大な倉庫と赤煉瓦塀が昔の面影をとどめてい

た。現在は取り壊され、スーパーやホームセ

ンターなどに変わっている。

南栄近辺も活況をおびてきた。直接の原因

は、第15師団の連隊跡等に、軍国化の伸展に

伴って軍事施設が設置拡大されたことにより、

多くの地方出身者も採用され、その大多数は

この近辺に居住し生活したからである。

日本は昭和6年の満州事変を契機に、軍国

化の道を歩み始めた。11年の 2・ 26事件を機
ろこうきょう

に軍の政治介入を許した。12年 7月蘊溝橋事
ペきん

件が北京郊外で起きた。事件後停戦協定が結

ばれたが、軍部の圧力に押された政府は不拡

大方針を変更して兵力増強を決定した。これ
しな

が日中戦争（支那事変）の始まりであり、太

平洋戦争へとつながった。それまで空家と
しちょう

なっていた輻重第15連隊跡（現豊橋工業高校

及び附近一帯）及び騎兵第25連隊跡（現ユタ

力自動車学校及びマックスバリュ一帯）が陸
しょう

軍名古屋兵器補給廠豊橋分隊となったのが

このころである。また陸軍兵器廠（現南部中

学校から豊橋技術科学大学官舎にかけての地

区）の火薬庫は大拡張された。現在の県道平

井牟呂大岩線に沿って旧開拓農協辺りから市

営栄生住宅3号棟中央部まで広がっていた。

兵器廠は弾薬の管理を主に、兵器補給廠は馬

装品 ・銃火器． 車両・舟艇等全ての兵器を集

積搬出することを業務としていた。その施設

は旧15師団の二つの兵営にまたがる広大なも

のであった。一方高師原での演習も激しくな

った。夜間演習もしばしば行われ、機関銃の

音が終夜鳴り響くことも多くなった。

戦争突入 日中戦争が拡大の一途をたどる昭

和13年5月、国家総動員法が施行された。こ

の目的は戦争遂行のため国民を徴用したり、

物資を徴発する大きな権限を国家に与えるこ

とであった。16年の改正で、政府の権限は一

段と強化された。こうした政府の権限強化は、

しだいに国民生活を圧迫した。すでにガソ

リン、鉄鋼等の戦略物資は13年から統制品目

になっていたが、まだ日常生活を脅かすほど

ではなかった。しかし戦争が長びくにつれて

物資不足は目立ち、なかでも食糧事情の悪化



は国民生活に最も大きな影響を与えるもので、

政府は対策を立てる必要に迫られた。

昭和15年、政府は米穀管理規則を定め、米

を国民に配給する制度を整えた。16年、 豊橋

等の地方都市へも実施区域が広がった。

昭和14年にヨーロッパで第二次世界大戦が

始まった。翌年には「日米通商条約」の破菓

が発効し、 16年9月には東条内閣が成立した。

東条英機首相は軍人であり国民は米 ・英との

開戦が不可避と感じた。同年12月8日、日本

は米・英・オランダの 3国に対してついに宣

戦布告をし、太平洋戦争が始まった。

戦中の苦しい生活 日本は開戦当初、ハワイ、
ほんこん

香港などを急襲し大勝利を納めた。ラジオ放

送は戦果発表のテーマ音楽に「軍艦マーチ」

を流し、相次ぐ勝利にそれが途絶えることは

なく、国民は歓喜した。

しかし昭和17年6月、日本海軍はミッドウ

ェー島において敗北を喫した。この敗北を転

機に米軍は本格的な反攻に転じてきた。以後

戦局は日々悪化していった。18年ア ッツ島守

備隊の全滅、ガダルカナル島の撤退等やB-

29爆撃機による本土空襲の開始に、国民は戦

局が抜き差しならぬ段階に達したことを惑じ

た。19年には特攻作戦が開始されたが、戦局

のばんかいはならず、その後の硫黄島戦、沖

縄戦等の敗退は日本の敗北を決定的なものと

した。

「配給・供出」

国民生活で

は、昭和16年に

始った配給制

度によれば、 11

歳から60歳ま

での男女に l

日当たり330g

(2合 3勺）の

米を配給する

-9-置'9-
米 1人1日2合3勺(330g)

味噌 1人1か月200匁(750g)

醤油 1人1か月4合 (720叫）

生菓子 1人1か月20銭

小児月菓子 1人1か月30銭

豆腐・油揚 配給の都度連絡

砂糖 1人1か月0.5斤(300g)

マッチ 1世帯1か月小箱10箱

木炭 1世帯1年 9俵
(3~5人世帯で20~29畳の場合）

配給物資例

第2章

というもので、栄蓑補給の大部分を米に頼っ

ていた当時の食生活の上から最低の線であっ

た。開戦後物資の不足はいよ

いよ激しくなり、昭和17年に

食糧管理法が施行された。こ

れにより米麦のほか雑穀、さ

つまいもなど主要食料品の大

部分が国家管理のもとに置か
みそ

れた。さらにこの年、味噌、
しょうゆ

醤油の配給制に続き、 1人 l

年間100点の切符の範囲に購

11•’’“"“皐』し

衣料切符

入を制限した衣料の総合切符制が実施された。

これではとても足りず、破れた衣類や靴下の

つくろいが主婦の大事な仕事であった。配給

品目はつぎつぎに増え、食用油、菓子類、木

炭等が常時配給品になった。さらに豆腐、に
せっけん

ぼし、鶏卵、たばこ、ちり紙、石鹸に至るま

で配給は拡大された。米の不足はますます深

刻になり、 19年以降は 1か月に10日分ほどの

軍に減配され、不足分は芋類、豆かすなどが

代用食として配給され、市民は芋や野菜、そ

の他食糧となるあらゆる物を米と一緒に炊

き込んだ雑炊、すいとんを常食として空腹を

しのいだ。不足分を周辺の農家へ買い出しに
やみ

出かけ、配給価格の数倍もする闇価格で買い

求めた。敗色濃い20年には、ついに配給量は

301 g (2合 l勺）に減配された。母親たちは

子供に食べさせるため、たんすから自分の衣

類を取り出し、わずかな米と物々交換した。

海外輸送路を断たれた日本政府は、兵器生

産の金属類を確保するため、国民の使ってい

る鉄、銅等の金属を供出させた。初めのころ

は各家庭 l品であったが、昭和16年の金属回

収令は強制力を持ち、 17年には豊橋全校区で

一斉回収が行われ、門柱、手すり、橋の欄干、

火鉢などがつぎつぎと供出された。翌年には
ふた

市内の各寺院の釣鐘、郵便ポスト、下水の蓋

に至るまで姿を消した。市民の信仰を集めて

歴史と生活
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いた岩屋観音像までも兵器に変わった。

「勤労動員」 昭和18年 (1943)以降の兵力増

強は、農業・軍需産業への労働力不足をもた

らした。同年7月政府は国民徴用令の強化改

定をし、対象を12歳から60歳までの男子に広

げた。

同年9月、政府は未婚の女性を勤労挺身隊

として軍需工場へ動員する計画を立て、 19年

1月豊橋でも15歳以上25歳未満の女性で女子
しょう

挺身隊が結成され、豊川海軍工廠へ向かった。

続いて同年3月、市内の各女学校の進学しな

い卒業生のほぼ全員が女子挺身隊に参加した。

さらに同年9月動員は拡大され、中等学校

低学年と国民学校高等科にも及びその多くは

豊川海軍工廠に配属された。

「学校教育」 昭和16年4月、戦時体制に即応

する教育改革の一環として国民学校が発足し

た。それは天皇に対する絶対の忠誠心を持っ

た国民の育成にあった。従来の尋常小学校 ・

尋常高等小学校はそれぞれ国民学校初等科 ・

国民学校高等科と改称され、教科の統合、教

科書の改訂も行われた。なかでも皇室中心の
たしヽれ んか

歴史教育、武道と体操を合わせた体錬科は特

に重視される国民学校教育となった。

「豊橋の教育百年の歩み」の中で、国民学

校の一教諭はこう振り返っている。

強い国民、強い子供をつくるという思いか

ら連帯責任を問い、厳しい体罰を加えたこと

もあった。また粉雪の降る日にクラス全員を

パンツ一枚にして体から湯気が出るまで駆足

をさせた。集合が遅いとき、一時間中 『別れ・

集まれjを繰り返させた。（要約）

こうこくみんれんせい

同教諭が皇国民錬成の一端を担ったことに

対しての、苦渋をにじませての回想である。

昭和18年 1月には中等学校令が公布された。

これは公私立の中学校 ・高等女学校 ・実業学

校の教育を、先の国民学校令の延長線上にお

く教育改革であった。心身の鍛錬や勤労を重

んずる「修練」が新設されたのが特徴的である。

こうした制度改革とともに生徒たちは、しだ

いに総力戦としての労働力の供給源となり、

食糧増産の切り札とされたのである。それで

もまだここまでは心身錬成の場として位置づ

け、かろうじて学校教育の延長と考えられる

範囲であった。しかし、昭和19年3月、県は愛

知県学徒動員実施要綱を発表し県内の各大学・

高等専門学校 ・中学校に通達した。この動員

はこれまでと違って、学校の授業は全く行わ

ず、 一般のエ員に混じり年間を通して兵器生

産に携わる勤労作業通年動員であった。

「空襲」 昭和19年11月サイパン島碁地を発進

した米軍爆撃機B-29が東京へ初めて姿をみ

せた。以来空襲はしだいに本格化し、本土へ

の空襲は激しさを増した。11月23日に、 豊橋

でも空襲警報が発令されたが豊橋上空へは飛

来しなかった。しかし空襲が間近に迫ってい

る危機惑を市民に与えた。20年に入り大都市

の空襲が激化すると、市民の危機感はいっそ

うつのり、豊橋でも警戒 ・空襲替報はやがて

日常茶飯事となった。6月18日夜中、浜松市

が空襲を受け燃え上がり、今度はいよいよ豊

橋の番だと市民は予感した。

翌19日午後9時半、豊橋で警戒警報につづ

いて空襲警報が発令されたが、およそ30分で

解除された。ほっと一息ついた、午後11時40

． 
戦災直後の豊橋市街



分ごろ (20日午前0時40分ごろともいわれる）、

突然サイレンが鳴った。その時すでに柳生川

運河方面で火の手が上がっていた。

それから 2時間余の波状攻撃で、 136機の
しょういだん

B-29は逃げまどう市民の頭上に焼夷弾の雨

を降らせた。そんな市民に超低空で飛ぶB-
きじゅうそうしゃ

29の編隊は機銃掃射を加えた。

夜明けまでに市街地はほとんど焦土と化

した。全焼、全壊家屋は全戸数の70%、死者

624名、重軽傷者346名と被災人口は全市民の

50％に及んだ。

山田町の谷野はなさんは、「福岡 むかし

と今」の中で次のように話している。

義弟が 『逃げんと危ない。おれは残って火

を消す』と大声で叫びました。妹は2歳の次

女を背負い、乳母車に 7歳の長男を連れて逃

げました。山田の踏切近くまで来ると油が雨

のように降って来ました。立ち止まった瞬間、

辺り一面が火の海となり、 2m位前を走って

いた妹たちの姿が見当たりません。心配でし

たが、火と煙にまかれないように夢中で逃げ

ました。山田神社の裏で妹たちの安否を気遣

いながら夜を明かしました。夜が白むころ、

妹が大怪我をしていると知りました。急いで

帰ると家は丸焼けで妹たちは町内会長の家に

いました。おいは焼夷弾が直撃、即死。妹と
やけど

めいは大火傷をしていました。妹とめいは痛

がりながら 1週間後に国立病院で息を引き取

りました。（要約）

また、豊橋空襲の後、終戦が間近と迫っ

ていた昭和20年 8月7日に豊川海軍工廠がB

-29の爆撃を受けた。ここには勤労動員され

た生徒たちが多数働いていた。爆撃により

2,500人余が爆死し、その数倍を越す重軽傷

者を出した。そのうち、豊橋市内の中等学校

11校の生徒 ・先生303名が犠牲となった。こ

第2章歴史と生活

の中には多数の女子学生と当地域在住の生徒

も含まれていた。

時習館高校の構内に「早咲きの 花が散っ

た 美しく」と刻まれた碑があり、その裏に

は犠牲となった前豊橋中学校の先生2名、生

徒37名の名前が刻まれている。

米 ・英・中 ・ソ連の 4国は日本の無条件降

伏を主旨とする「ポツダム宣言」を昭和20年

7月に発表した。米軍は同年8月6日に広島、

8月9日に長崎へ原子爆弾を投下、また 8月

8日にはソ連が「日ソ中立条約」を無視し、

日本に宣戦布告し、満州他へ侵攻した。

こういった状況下で、ついに昭和20年8月

15日、日本は無条件降伏し、終戦を迎えた。

(6)戦後の復興

戦後の苦しい生活 昭和20年8月15日の終戦
ぎょくおん

を告げる玉音放送で戦後は始まった。空襲の

焼け跡の中で人々は敗戦の衝撃に打ちひしが

れ、飢えと失望からの出発であった。豊橋市

の食糧配給は、麦、雑穀、さつまいもなどが

主なものであり、しかも配給量はl,400cal台

まで低下し、深刻な食糧不足がもたらす飢餓

からの脱出が急務であった。また海外引揚者

や復員軍人による急激な人口増加と、需要と

供給の極度なアンバランスで、市民生活を骨

かす悪性インフレーションが発生し、その結
やみいち

果生み出されたのが闇市である。

豊橋では昭和20年10月ごろから、駅前通り

にバラックやよしず張りの仮店舗、露天市

駅前に出現した闇市
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場などを中心とした闇市が出現した。いもあ

め、みかん、たばこ、包丁など生活物資が売
やみ

買された。ここでの闇価格は、昭和17年 (1942)

に制定された統制価格と比べると異常な高騰

ぶりであった。とくに、砂糖は500倍、米は

120倍、石鹸は100倍の値段で取り引きされた。

それでも人々は生きぬくために駅前闇市へと

足を向けた。闇市を営む露天商の資格は何の

制限もなく、 碧察に届ければ誰でもできた。

そのため、市場の混乱は著しく無法地帯と化

していた。

そこで全国の都道府県は露天商取り締まり

の県条例を採択し、闇市の取り締まりや組織

化を推進した。豊橋警察署も組織化を指導し

て、同21年8月13日に「豊橋露天商組合」を

成立させた。そして、混乱した秩序を回復す

ることと駅前の美観を整えるために、闇市を

駅前から神明町に移すことを決めた。移転は

順調に進み、 12月16日には完了した。

名前は「青空市場」「明朗市場」と呼び健

全なイメージを市民に与えたが、その実態は

必ずしも名前のとおりではなく、 闇価格が横
りゅうねんじ

行していた。その後、龍枯寺境内と牟呂用水

上の大豊百貨店、それに接続する個人店舗に

移り住んだ。100世帯を超える移転は、無事

に昭和25年に完了し、混乱の時代の市民生活

を支えた闇市は幕を閉じたのである。

また、さつまいもの収穫期には、 豊橋周辺

列車に殺到する買い出し部隊

の農家に多数の買い出し客が訪れ、豊橋駅は

関西方面からの買い出し客も加え大混雑し、

1日平均3,500人に及ぶ乗降客でごった返し

た。さつまいもの季節が終わると、麦、じゃ

がいもと、買い出し客はあとを絶つことがな

かった。また、渥美半島にも、空き缶を抱え
さっとう

て魚を求める「カンカラ部隊」が殺到した。

高師原・天伯原の開拓の苦労 県下最大の開

拓地として脚光を浴びたのが広大な旧軍用地

であった高師原、天伯原である。食糧増産と

失業対策の二つの目的から、国の緊急開拓事

業として県と協力しながら進められた。第一
しゅうのう しようしゃ

就農者700余人は、大清水演習廠舎 5棟に分

宿して約 1か月の共同生活と開拓技能訓練を
くわいれ

受けた。そして、昭和20年11月6日鍬入式が

行われ、開拓が着手された。

この開拓農民は、戦災者、海外引揚者、復

員者、失業者などを対象に、自己資金3,000

円と家族労働があることを条件に一般応募と

いう形で入植した人々であった。12月5日、

10戸単位で耕作区を決定 し、各戸12haの土

地仮配分を受けて開拓に従事した。翌年の 5

月には、この地域の入植者を対象に開拓指導

所が浜道町に開設された。9月には開拓実験

農場も併設されて、開拓者に対する指導体制

も整備された。

「鬼の天伯、 地獄の高師、流す涙が梅田川」

と唄われた演習地も開拓の鍬が入り、農地へ

と変容していった。しかしこの軍用地はもと
かんぼく

もと小松や潅木 しか生えない荒れ地であり、

農地には適していなかった。土壌は強い酸性

で有機質に欠けており、地形は丘陵地帯で水

の確保が難しく干ばつの起こりやすい場所で

あった。さらに、開拓の大きな障害となった
ばっこん

のは、開墾の際の抜根作業である。松、つつ

じ、ささなどの潅木の抜根は、人力では限界

があった。そこで威力を発揮したのが旧軍隊
さいどき

の小型戦車や野砲牽引車に砕土機を取りつけ



た20台ほどの急造ブルドーザーであった。1
か tヽ こん

台で 1日50aの開墾ができ、人力の150倍から

300倍の能率をあげることができた。しかし、

ブルドーザーの入れない複雑な場所では、人

力に頼らなければならず、その労力はたいヘ

んなものであった。

次に、開拓農民たちが取り組まなければ

スならなかったことが土壌の改良である。やせ

ている畑地を肥やすためには、野草、海藻、
ばふん しもごえ

馬糞、下肥、石灰などを大量投入する必要が
きゅうひ

あった。家畜を飼育し、その厩肥を利用する

のが効果的だと分かっていても、家畜は高価

で容易に手に人らなかった。入植者たちは10

km以上離れた市街地まで荷車を引いていき、

叉嵐尿匂はじめ路上の馬糞まで集めて畑地へ

運ぶ苦労を繰り返した。

開拓農民のもう一つの闘いは飢えであった。

やせた土地では芋さえ大きくならず、食糧営

団の配給を受けて飢えをしのぐありさまであ

った。入植 1年間は、 1日当たり16歳以上の

男子には287g (2合）、女子には144g (1合）

の米の配給が特別に考慮されたが、それも遅

れがちであった。入植者たちは、じゃがいも、

さつまいも、カボチャを主食として、米の配

給があった時だけ、米にこれらを入れた雑炊

などを食事としてとった。なかには、生活難

のために配給米を食べずに売って生計を維持

する入植者もいた。こうした極限状態の食糧

事情のもとで、頂さ 4kgもある重い開墾鍬を

ふるって開拓が進められたのである。

住居事惜も劣悪であった。古材を寄せ集

めたバラック生活でも自分の家を持てた者

は恵まれた方で、多くの入植者は軍用廠舎や

神社の社務所、農家の納屋などで共同生活を

して開墾地へと通った。昭和21年 (1946) 1 

月、国は開拓地用の建築用材として14,000戸

分の木材を用意し、建築助成金も 1戸当たり

3,000円と増額した。1,038戸分の割り当てを

受けた県は助

成金を2,000円

に減額し、そ

の分を回して

1,555戸に割当

戸数を増やす

特別措置をと

った。豊橋と刈

第2章

豊橋南部地区の開拓団分布区l

谷に生産工場を指定して開拓地用セット住宅

を量産し、開拓農家へ配給した。家はできて

も電気はなく、開拓農家はランプやバッテリ

ーに結んだ豆電球の暗い生活を続けなければ

ならなかった。

生活難と過酷な重労働から、昭和20年度の

豊橋地区の離農戸数は488戸にのぼり、離農

率は46％と驚異的な数字を示した。これは入

植直後の開拓の困難さを表すものである。

新しい教育と施設 豊橋市は戦後消失した学

校施設の確保に全力を注ぎ、旧軍施設を借用
こんとん

した。教室はできても、教育の目標が混沌と

した状態であった。昭和20年 9月に文部省か

ら、平和国家の建設という通達が出されたが、

教師たちの混迷は深まるばかりであった。

GHQは、軍国主義教育の撤廃と民主教育

の推進のために、昭和20年10月から12月にか

けて四つの教育指令を出した。第 1の指令

は、軍事教育の色彩の強い教科書の改訂であ

る。第2の指令は、教育者としての適格審査

である。かつて軍国主義者あるいは超国家主

義者として活動した教育者の追放を要求した。

また復員者についても審査が厳重で、職業軍

人ではなかったという証明ができないうちは

教壇に立つことが許されなかった。第3の指

令は、天皇を神とする旧来の思想を打破し国

家神道を教育の場から追放することである。
ごしんえし、 ほうかん

そこで、市内の各学校では御真影を奉還し、
ほうあんでん

奉安殿の撤去作業が行われた。第4の指令は、

封建的な道徳思想を教えた修身、世界に君臨

歴史と生活
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する国家として意識づけた歴史、地理の教育

を禁止した。これによって、地理、歴史の授

業はもちろんのこと、修身の授業も教育現場

から姿を消した。

このように戦前の教育が否定される中で、

ジョージ• D・ストッタード博士を団長とす

る教育使節団が来日した。使節団は 1か月に

わたって全国の学校の教育事情と教育制度を

調査し、報告書をまとめてGHQに提出した。

この教育使節団の報告書は、日本の新しい民

主教育の大きな指針となり、教育碁本法や学

校教育法の制定にその趣旨が生かされた。

この中で特筆されるのは、義務教育年限が延

びて、 6・ 3制教育が誕生したことである。つ

まり、従来の高等科が廃止され、新制中学校が

設けられた。それまで中学校や女学校に入学で

きたのは、 一部の子供に限られていた。この

学制の改革は、教育の機会均等を小学校から

中学校にまで広げた画期的なものであった。

もう一つの大きな改革は、男女共学の実施

である。これは、それまでの男女の差別をな

くすことにつながり、教育の男女平等を実現

する碁礎となった。6・ 3制の発足で、地方

自治体は頭痛の種を抱えることになった。中

学校は独立校舎にするという閣議決定があり

ながら、国では予算措置が全く行われていな

かった。

豊橋市では焼けた小学校を再建することも

できない状態であり、中学校の建設など手の

■■国』,ピ~服開隅i•~'閂碍i'可＇暑
中部第一中学校 国民学校高等科 中部中学校

中部第二中学校 女子商業借用 豊城中学校

東部中学校 東田教場他 青陵中学校

北部第一中学校 下地小学校借用 北部中学校

北部第二中学校 牛川教場他 青陵中学校

西部第一中学校 羽根井小学校借用 羽田中学校

西部第二中学校 牟呂小北校舎他 牟呂中学校

西部第三中学校 吉田方小学校他 吉田方中学校

南部第一中学校 福岡教場他 南部中学校

南部第二中学校 植田教場他 南部中学校

豊橋市内新制中学校一覧表

出しようがなかった。しかし、新制中学校は

昭和22年 (1947) 4月1日に発足させなけれ

ばならない。そこで、豊橋市は臨時の措置と

して、小学校の校舎の一部や工場、兵舎、青

年学校などを借りて生徒を収容した。

昭和22年4月に創立された豊橋市内の新制

中学校は、 10校であり、同23年4月に愛知県

の県立新制高等学校は55校で出発した。この

新制高等学校は、男女共学、総合制、小学区

制の三つを旗印に発足したが、必ずしも順調―li.躙E-fl.！喜一品'
愛知県豊橋中学校

愛知県豊橋第二中学校

豊橋市立高等女学校

豊橋市立商業学校

豊橋市立女子商業学校

豊橋市立工業学校

豊橋市立農業学校

豊橋藤花女子高等女学校

豊橋桜ヶ丘高等女学校

愛知高等実修女学校

豊橋松操高等女学校

愛知県豊橋高等学校 富本町

愛知県青陵高等学校 牛川町

豊橋市立高等学校 向山町

豊橋市立商業高等学校向山町

豊橋市立実業高等学校旭町

豊橋市立工業高等学校草間町

豊橋市立農業高等学校町畑町

藤ノ花女子高等学校 老松町

桜ヶ丘高等学校 中八町

愛知実修女子高等学校鍵田町

松操女子高等学校 山田町

豊橋市内新制高校一覧表

ではなかった。特に、男女共学については根

強い抵抗があった。新制高等学校の発足にあ

たり、多くの学校は旧制中学校の名前を踏襲

して新制高等学校名としたが、ナンバースク

ール廃止の意見が強く、校名改称に苦労した

学校もあった。なお、市内には県立高等学校

が2校、市立高等学校が 5校、私立高等学校

が4校設立された。

水不足と豊川用水の起工 戦後の食糧難を打

開するために高師原、天伯原の開拓が進めら

れたが、水不足により農業生産は伸び悩んで

いた。開拓地に限らず、豊橋南部地域から渥

美半島にかけては、しばしば干ばつの被害に

悩まされていた。

こうした状況を解決するため、県は戦前に
かしヽ こん

計画されていた農林省の大規模開墾計画（豊

川導水計画）の早期実現の検討を始め、国に

実施の要請を行った。地元でも、豊橋市が隣

接の市町村や県地方事務所と一体となって、
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豊川農業水利事業の促進運動を展開した。昭

和22年 1月、東三地方河川開発期成同盟会が

結成され、会長に豊橋市長横田忍が就任した。

同24年 9月に豊川農業水利事業は国営事業と

して認可され、新城市に豊川農業水利事業所

が開設された。当初計画の事業費は18億円で

あり、受益面積は10,468haであった。同25年

12月に広川農林大臣を迎え、豊橋市公会堂で

盛大に豊川用水の起工式が行われた。

豊川用水は農業用水に限定されていたが、

昭和26年の天竜東三河総合開発特定地域の指

定により、その一環に組み入れて総合水利事

業としで性格を変えることとなった。かって

の農業用水的性格から上水道や工業用水を含

む産業経済全般の総合開発へと転換したので

ある。そのため、用水量の増加が必要となり

規模も拡大された。さらに、昭和33年に佐久

間ダムからの分水協定も成立し、年間5,000

万トンの水が佐久間ダムから豊川用水へ送ら

れることになった。この年の12月に貯水池の
うれ

役割を果たす宇連ダムが完成した。

その 3年後に、宇連川から豊川用水路に取
とうしゅこう

水する大野頭首エが完成した。この水利事業

は愛知用水を手がけた愛知用水公団に引き継

がれた。その後、東西幹線水路などの工事が

急ピッチで進み、着工以来19年目の昭和43年

に完成した。総工費488億円を費やした豊川

用水は、水不足に悩んできた人々に新しい農

業への挑戦と勇気を与えた。

これに

よって当

地方は農

業生産高

で日本で

有数にな

った。ま

た、この

豊川用水

．．水源地

●受益地

N
」

-

愛知

豊川用水の受益地域

は、 60万人を越える東三河の人々の生活用水、

工業用水として、重要なはたらきを している。

2 すすむ住宅化と商業化

(1)軍隊の街から学園の街に

各種学校の設置と通学や下宿 この地には、

明治41年 (1908)に第15師団が設置され、当

地域はその隣人として昭和20年の敗戦に至る

まで約40年間にわたって陸軍と盛衰を共にし

た。その陸軍は敗戦により壊滅したが、その

建物等の施設がほとんど無傷で残った。豊橋

市街の大部分は空襲により焼失した。その中

には多数の学校や官公庁が含まれていた。こ

れらの落ち着き先として旧軍隊の建物が脚光

を浴びたのは、当然の成り行きであった。

豊橋市は、昭和20年11月に「豊橋市払下貸

下軍用土地建物利用案」を発表した。それに

は、旧軍隊施設ごとに利用案が列記されてい

た。どの施設にも住宅をはじめとして官公庁、

学校等の利用計画が目白押しであった。その

中で、当地域及び周辺の施設に予定された学

校は、次のとおりであった。

・豊橋陸軍第 1予備士官学校砲兵隊

：豊橋中学校

・豊橋陸軍第 1予備士官学校歩兵隊

：名古屋工業専門学校
ヘしヽきほきゅうしょうとよはしぶんしょう

• 名古屋陸軍兵器補給廠豊橋分廠
：豊橋市立工業学校

• 名古屋陸軍兵器補給廠豊橋分廠東倉庫

：豊橋市立商業学校

•名古屋師団管区兵器部豊橋出張所

（通称兵器廠）：豊橋市立農業学校（新設）

この中で豊橋中学校（現時習館高校）と豊

橋市立工業学校（現豊橋工業高校）は原案ど

おりここに決定したが、名古屋工業専門学校

（現名古屋工業大学） と豊橋市立商業学校（現

豊橋商業高校一向山町の陸軍工兵隊跡へ）の
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ここへの移転は中止となり、後に前者には愛

知大学が入ったが、豊橋商業学校の予定地は、
しょう

どこであったか不明である。兵器廠には予定

どおり豊橋市立農業学校が置かれたが、それ

は間もなく時習館高校農業科となり、その敷

地の一部が豊橋市立南部中学校、さらにそれ

が分割され、豊橋市立栄小学校になった。時

習館高校農業科はやがて廃止された。これら

の学園はすべて当地域及び道路を境として当

地域に接するもので、陸軍があった時代と地

理的な関係は全く変らない。

当地域は「軍隊の街」といわれていたが、

各種学校開設後、豊橋鉄道南栄駅を中心に、

朝夕は豊橋中学校、豊橋工業学校の生徒の通

学でにぎわうようになった。また愛知大学の

開校とともに、この地に多数の学生が下宿し

たので、南栄を中心としたこの一帯は、「学

園の街」に変貌した。また、兵器補給廠豊橋

分廠（騎兵第25連隊跡）にはユタカ自動車卸等

が入ったが、その西側の馬場があった所に県

立豊橋盲学校が、また豊橋市立工業学校に接

して県立豊橋ろう学校が置かれた。

戦後の社会改革の中で、重要にして国民に

一番身近なものの一つに教育改革がある。昭
きょういくちょくご

和22年 (1947)に国家主義的な教育勅語にか

わって、民主主義的な教育理念を盛り込んだ

教育甚本法を制定し、 6・3制（小学校 6年：

義務教育、中学校 3年：義務教育）、高校3年、

大学4年などの新学制を定めた。この新学制

は従来の小学校6年の義務教育や中学校5年、

高等専門学校3年、大学3年などと比べると、

小学校6年の義務教育が同じのみで、他は大

きく変更されることとなった。なかでも、新

制度の中学校は、 旧来の制度から全くはみだ

すものであった。
いそペ

この地域には、福岡、高師、磯辺の小学校

を中学校区とする南部第一中学校が設置され

た。現在の栄校区の大部分は、当時は福岡校

区に包含されていた。したがって、当地域の

生徒もこの中学校の生徒となったが、校舎も

無いことから福岡小学校でそのまま新制中学

1年生としてとどまることとなった。

・豊橋市立南部中学校
のより

昭和23年4月、植田、大崎、野依小学校区

の生徒を収容した南部第二中学校と南部第一

中学校を統合して豊橋市立南部中学校と呼称

し、 豊橋市立農業学校の敷地内の兵器庫を改

装した新校舎で授業を開始し、新制中学が設

置されて 1年後、本格的な学校としての体裁

を整えることができた。

しかし、生徒1.535名を収容するには十分

でなく、すし詰め教室の状態であった。しか

も、机が不足し生徒は家からそうめん箱（木

豊橋市立南部中学校の校舎

箱）などを持参してその代用とした。また教

室の窓は小さいため、光が中まで届かずに一

日中薄暗くて、雨や曇りの日は授業にも差し

支えるほどであった。このような悪い環境の

中で先生、生徒ともたいへんな苦労をした。

•愛知県立時習館高校

吉田藩の藩校時習館の流れをくむ現在の時

習館高校は、県立第四中学校から県立豊橋中
なかしば

学校の校名のもとに中柴町にあったが、戦災

で焼け現在地に移転した。校舎は旧軍隊の建

物を使用したものであり、教育環境は南部中

学校と同様で非常に厳しかった。

•愛知大学

敗戦によって日本の全ての植民地は失われ



た。そのためにそこにあった大学・高等専門

学校の存続は不可能となり学生及び教師たち

は去就に迷った。中華民国にあった東亜同文

書院もその例に漏れず、最後の学長であった

本間喜ー教授は有志と図り、新大学を設立し

てこれを受け入れようとした。その場として、

多くの兵舎が残る豊橋に注目し、熱心に設立

運動を始めた。当時の豊橋市の人口は、約15

万人であったが、大学も高等専門学校も無か

った。これは全国的にも珍しく、市民の心有

る人はその必要性を感じていた。

当時の横田忍市長は大学設立に賛意を表し、

全面的な支援に乗り出し、そのキャンパスと

して現在地をあっせんし、これによって昭和

21年11月に戦後初のまた最後の旧制大学法に

よる愛知大学の設立の許可を受けた。同22年、

愛知大学の開学とともに日本各地から学生・

教授がやってきた。その主体は、東亜同文書
けしヽじょうていこくだいがく たいほくていこくだいがく

院、京城帝国大学、台北帝国大学の在籍者で

あった。

この愛知大学の開学は栄校区及び福岡校区

が「軍隊の街」から「学園の街」へとへんぼ

うする象徴的な出来事であった。

愛知大学正門

(2)住宅化に伴う商店の発展

昭和20年6月19日の空襲により焦土と化し

た状態の中で、住宅問題はたいへん深刻であ

った。国 ・県 ・市が一体となってその対策に

取り組んだ。

住宅の建設住宅緊急勅令の公布により、遊

第2章歴史と生活

休建築物の強制借り上げの対象としてエ員寄

宿舎・寺院・神社・倉庫・個人所有建築物を

これに当て、住宅に困っている人たちに入居

をあっせんするものであった。

さらに、国の対策として昭和20年9月4日

「戦災都市応急摘易住宅建設要綱」が発表され、

県は「罹災都市応急簡易住宅建設要領」と「同

実施要領」を定めて住宅建設を進めた。豊橋

市でもこれを受けて、多くの旧軍用施設の住

宅転用化が図られた。

南栄町では「高師寮」「南栄寮」の住宅転

用と「高師住宅」の新築がされた。

「高師寮」は、昭和20年に陸軍病院高師原

分院を板で間仕切り100世帯を収容した。大

きさは 3 種類で家賃は月額 8 円• 6円.5円

であった。

「南栄寮」は翌年陸軍病院高師原分院の本

館と病棟を改造し120世帯を収容した。この

地が後に住宅地となった。これらの場所は、

現在通称として「濯樹町」「薪笙砒町」と呼

ばれているが、正式地名は「南栄町字空池」

である。

.よ

南栄寮

以上の寮は、主として戦災者や海外からの

引揚者の住居に当てられた。

「高師住宅」は住宅難をさらに解消するた

め、市当局より高師原練兵場の軍用地転用の

打診を受け、当時の南栄町関係者が将来の発

展につながると考え受け入れを決断し、住宅

営団の直営で建設された。建物は2~3年後

に土地は 6~ 7年後に払い下げられた。建設
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さこう

された場所は、現在の通称栄生町で経済住宅

といわれた。築後60年が経過し、現在昔の面

影を残している家はほとんどない。住宅の規

模は次のとおりであった。

19.8m'(6坪）平屋118戸家賃月額40円

42.9m'(13坪）平屋16戸家賃月額80円

以後の南栄町付

近での市営住宅建

設状況は右表のと

おりであり、他地

区に例をみない建

設状況であった。

昭和22年

'l 23年

,,,. 24年

✓,, 25年

'l 26年

'l 29年

18戸

170戸

70戸

80戸

100戸

75戸

住宅団地の誕生 「高師寮」「南栄寮」は使命

を終え、昭和30年 (1955) ごろまでに取り壊

され木造の長屋建の市営住宅が建設された。

その後順次鉄筋コンクリート造りに建替えら

れー大住宅団地に変身し、現在に至っている。

現在南栄町付近にある住宅団地は、次のとお

りである。

市営栄生住宅 l棟～ 5棟

l1 南栄住宅 A棟 • E 棟• F棟

”空池住宅 l棟～ 7棟

市営栄生住宅

南栄商店街の成立 戦後の大混乱の中で生活

苦にあえぎながら も、南栄町関係者は元気に

町の再建にとりかかり始め、昭和21年に大蔵

省財務局と折衝し、防砂林用地と して南栄町

が使用していた土地の払い下げを受け開発事

業に乗り出した。各組から 1名選出し、合計

20名ぐらいで建設委員会を構成し、事業推進

をした。

最初の事業は 「栄生マーケ ット」の建設で

あった。24戸の店舗を建て、戦災者及び引揚

者に優先的に分譲するということで希望者を

募集したところ、高師寮、南栄寮の人たちで

すぐに満杯となった。昭和23年に24店が一斉

に開店した。その様ははなばなしく、南部地

区発展の幕開けを告げるかのようであり、す

ばらしいにぎわいであった。店舗の取扱商品

は、生鮮食料品（魚 ・肉 ・野菜等）や身のま

わり品（衣料品・靴等）を主とする生活必需

品であった。

この栄生

マーケット

の誕生は地

元の人たち

に買い物の

楽しさを与

えるととも

に、コミュ

ニケーショ

ンの場を提

供し町の活

性化と発展
栄生マーケット（昭和54年ごろ）

に貢献した。このことは建設委員会の人たち

に次なる開発へのエネルギーを与えた。

次に建設委員会は田原街道（国道259号線）

東側と南部中学校前の道路（県道平井 ・牟

呂 ・大岩線）沿いで払い下げを受けた土地の

開発に着手した。取得した土地は現在の259

号線沿いに約4,267m'（約1,293坪）と現在の平

井・牟呂・大岩線沿いに約3,303m' （約1,001坪）

の合計約7,570m'（約2,294坪）であった。

その土地を次のように割り当てた。公民館
からしヽ け

用地として「空池45番地の 2」と「森田45番地

の 2」にまたがる約674m'（約204坪）と分譲

地として24区画で 1区画当たり約間口7.2m

（約4間）、面積約148m'（約45坪）であった。



昭和22年11月入札により分譲し、昭和24-25

年で全ての家と、公民館が完成した。

これにより国道259号線沿いに、衣料品関

係 (8店）、飲食店関係 (3店）、食料品製造

販売関係 (10店）、建築関係 (7店）、日用雑

貨関係 (8店）、美容院等 (4店）、その他 (7

店）計47店の店舗ができた。

現在の259線沿いの南栄商店街

このことは、国道259号線両側に街ができ、

従来からの商店及び昭和23年にできた栄生マ

ーケットと一体となり、 一大商店街を形成す

ることとなった。

その商店街を中心とする南栄地区は当時豊

橋の副都心といわれ、にぎわいをみせた。そ

れは愛知大学開学により大学生が増加したこ

と、商圏として高師原 ・天伯原の開拓がされ

たこと、昭和22年から26年まで毎年南栄町の

旧陸軍用地に市営住宅が建設されたこと、通

学する高校生や一般の住宅増加による人口増、

商店街の充実に伴う集客増などによるもので

ある。

なお、これまでの渥美線の駅は、現在地の

路線東側に「分院前」という駅名であったが、

駅舎も貧弱で手狭なため、西側に新築移転し

南栄駅となった。

大日本紡績株式会社（日紡）の進出 豊橋市

が誘致に成功した最初の大企業で、その後進

出した大企業誘致の重要な布石となった。
あItばの

豊橋市は誘致のため、曙町の開拓地と他の

第2章歴史と生活

土地を合せて約269,400m'（約81,638坪）と高

師駅から工場までの渥美線の引込線用地を無

償提供すること、及び工場周りの道路 ・排水

溝を市が新設・改修をし、なおかつ昭和31年

までの固定資産税を免除とするとの優遇措置

を日紡側（現ユニチカ）に提示した。その結

果と して昭和25年に誘致に成功したのである。

豊橋市にとり初めての大工場は、昭和26年

12月に総工費15億円を投じて完成した。この

誘致は南栄町に非常に大きな経済効果を与え

た。それは工事のために各地より集まった技

術者・作業員がこの地の商店街の客となり、

工事完成間近には全国各地より女子を主とす

る従業員を採用しこの地に集め、単身者は構

内の寮に、また家族持ち社員も構内に建てら

れた社宅に入った。ほとんどがこの地で生活

を始めた。その数2,000余人で、その消費は

膨大な金額であり、 50年余りの長きにわたっ

て南栄町かいわいの商店街を支えてきた。

高師原に完成した日紡工場

市街化の進展 日本経済が高度経済成長期に

入っている昭和36年ごろの校区の町は次の状

況であった。

・「南栄町」 国道259号線（田原街道）、県

道平井・牟呂・大岩線南側商店街を中心に広

い地域で住宅が存在していた。

・「山田（高師石塚町・山田町）」 規模は狭

いが小松原街道沿い南北に350mほどの商店

街（山田発展会）を形成し、その付近を中心
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に住宅があり、他にあちこちに少しずつ集落

化して点在していた。

・「小松町」 商店街は無いが、愛知大学の東

側の南北に走っている道路沿いと小松交差点

付近の狭い範囲に住宅が存在していた。

・「北山町」 小松原街道の北山交差点を中心

に住宅が存在し、他に小さな集落があちこち

に点在していた。

・「髯生町」 ほとんどが畑の状態であり、当

時はどこを向いても遠方の景色がよく見え、

空気がきれいでのどかさを感じた。

昭和59年 (1988) ごろになると全町でかな

り住宅化が進み、田畑はまだ多いが校区の半

分以上が住宅で埋まった。緑化事業も進めら
ためいけ

れ溜池が埋められ公園に変化した。

平成10年 (1998) ごろになると校区全域で

住宅化がより進み、それぞれの町は主要道路

を中心に店が並び住宅が密集し、その範囲も

広がりをみせ、とくにマンションの増加が目

立ち現在とあまり変わらない状況となった。

こ

昭和36年(1961)当時の小松町付近

昭和36年当時の北山町付近

m・・l □ 

小松原街道沿いの小松付近

大型店の進出 1950年代後半から人々の生活

に落ち着きがみられるようになった。1960年

代初めまで地元の人たちは、日用品は主とし

て地元の店で買い物をし、またその店は多く

が専門店（例：衣料品店・八百屋 ・和菓子店・

靴屋等）であり、買い物客同士、また客と店

の人たちが互いに会話をし、コミュニケーシ

ョンの場になっていた。

高度経済成長により消費者の生活水準が向

上し、ニーズ（欲求）が多様化したり、自動

車の普及で便利性を必要とするなど消費者の

買い物の行動範囲が広がった。また女性の社

＼討，e

’̀ 
;,r・ 

・ドこ

平成10年当時の小松町付近

平成10年当時の北山町付近
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会進出により、時間的な便利性を求め、 一度

に買い物を済ませる傾向が強くなった。

一方商店も消費者の購買心理を察知し、ニ

ーズに応えるために企業形態・販売方法等企

業努力をしていた。それは店舗の大型化など

である。豊橋へは昭和49年までに 5店舗が市

の中心部に進出した。

買い物客は、市の中心部へと集まり 、にぎ

わい活況を呈した。

また、昭和50年以降自動車が大衆化して、

よりいっそう行動範囲が広がり、郊外の店舗

に目を向けるようになった。ジャス コ・イト

ーヨーカ堂等の大型店 7店舗が広い駐車場を

そなえて郊外に進出し、多くの消費者を迎え

入れた。

この結果、客が郊外へと流れ、市の中心部

の買物客が減少し、昭和52年ごろからドーナ

ツ化（空洞化）現象が始まった。さらに、強

い資本力と、種々の経営戦略を持つホームセ

ンター・ドラッグストア・コンビニエンスス

トアなどが各地に進出し、 ドーナツ化にいっ

そう拍車をかけ、また地元の商店から客を奪

った。これらの影響を受け地元商店は売上が

激減し、廃業したり、商売替えをする店が発

生し始めた。校区の従来型小売店もこの影響

を受け、街を歩いているとその厳しさがひし

昭和51年 367 1,112 905,653 

昭和54年 345 1,056 1,053,682 

昭和57年 372 1,101 1,403,144 

昭和60年 250 989 1,371,896 

昭和63年 250 995 1,346,976 

平成3年 242 1,163 1,573,479 

平成6年 229 1,047 1,633,248 

平成9年 176 950 1,346,735 

栄校区 162 1,061 1,900,117 

91市合計 4,932 35,812 114,755,146 

コ 校区割合 3.28% 2.96% 1.65% 

※昭和60年以降の数値は「飲食店」の数値が含まれていない。

栄校区商業統計調査結果表（豊橋市の商業）

ひしと伝わってくる。

なお、大規模企業店舗法（大店法）と大規

模小売店舗法（立地法）の施行も地元商店の

活性化への効果は薄かった。

栄校区の状況は豊橋市の商業統計調査結果

によると、昭和60年以降事業所数は減少傾向

にあり、従業者数はほぼ変わりがない。また

平成14年 (2002)の販売額は過去最大となっ

た。これは事業所の規模が大型化したことを

表している。しかし、平成14年の市の一事業

所当たりの販売額と比べると少なく、それは

校区内にとくに大きな事業所が無いことが影

孵しているものと思われる。

道路の整備 校区を通っている国道259号線

（田原街道）や県道小松原・小池線（小松原

街道）、同石巻・赤根線（豊橋環状線）、同平井・
かくふく

牟呂 ・大岩線等の主要道路は拡幅 ・改修 ・舗

装 ・歩道区分等の整備はされつつある。しか

し、交通渋滞は依然として解消されていない。

また校区内には狭い道路も多数あり、交通事

故、防災対策上課題を残している。

大
学

学

-トー 地下化部分

渥美線地下地図 （東愛知新聞昭和59年7月12日より）

トンネル出口（高師口歩道橋付近）
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一方国道259号線小池バイパス建設に伴い

豊橋鉄道渥美線を、バイパスの下を通る地

下化をした。これにより昭和62年 (1987)

月小池一愛知大学前駅間675mが地下化され、

両駅の中央部248mが完全にトンネル状とな

り、県道石巻・赤根線（豊橋環状線）の高師

口の踏切交通渋滞が解消された。

6
 

(3)のびゆく栄

豊かで住みよい校区に 今まで述べてきたよ

うに、この地域は軍隊に依存して発展してき

た。大正14年(1925)に15師団は廃止となった

が終戦まで軍隊との関係は続いた。その間、

昭和 7年(1932)には豊橋市に合併され、豊橋

市の発展に伴いその影響を受けることとなる。

戦後は、軍関係の施設や敷地には、愛知大

学や時習館高等学校、豊橋工業高等学校や豊

橋市立南部中学校などが置かれ、学園街の様

相を示した。また、住宅難解消のため、市営

の住宅が建てられた。そして、広大な演習地
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栄校区人口の移り変わり （国勢調査より）

は、開拓地として払い下げられた。

当時この地域は、福岡校区の一部に含まれ

ていた。福岡校区の人口の増加に伴い、昭和

27年 (1952) に栄小学校が創立され、本栄校

区が誕生することとなった。

校区の人口は急激に増加している。昭和50

年以降は、幸小学校、中野小学校、つつじが

丘小学校の分割による校区の縮小と少子化が

人口減少に影響している。

畑の中に建てられた住宅

栄校区は、市の中心部に近く便利であり、

また高師原の広い台地が住宅を建てるのに都

合がよい。そのため、開拓地として払い下げ

られ耕地となった土地に住宅が建てられ、急

激に市街化し、人口も増加した。

住宅が建てられ、市街化していくにつれ、

多くの商店が建てられたり、建て直されたり

している。これらの商店は、駐車場の確保や

市の中心部の商店や近くの校区の大型店との

関係などの問題を抱えている。

このように急激に住宅地化され、多くの

人々が集ま ってできた私たちの校区が、豊か

で安心して暮せるようになるためには、 一人

ひとりの心の持ち方が大切であろう。

”̀‘ 
- 99i, 999..9,．9999 9●I,M嶋-●●'
道路沿いに並ぶ商店 北山交差点付近
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すみよい校区に 一6年生の作文より一

栄校区への願い 山田裕子

私の願いは、「昔の苦しかった生活を忘れ

ないで」ということです。

今は生活がどんどん楽になり、食物や洋服

などのいろいろな物が手に入ります。でも、

戦争が終わったすぐのころは、栄校区は今と

比べものにならないほどひどいようすでした。

でも、人々は負けずに、 一生懸命復活させて

いきました。思いやりの心を持って、戦争で

被害にあった人々のために、住宅を建てたり、

子供たちのためを考えて、学校を造ったりし

ました。また、皆が楽しめるように、お祭り

を考えたりもしました。

当時の人々は、どんな時でも苦しさに負け

ず、やさしく強い心を持っていたように思え

ます。そうした人々がたくさんいたから、町

は発展したんだと思います。

今、栄校区に住んでいる人々も思いやりの

心を持って、物事に取り組んでほしいと思い

ます。

そうすれば、争いは無くなるし、困難

が訪れても乗り越えていけると思います。

「栄（える）」校区に 永瀬瑛野

今まで社会科の学習で、米屋さん、パン屋

さんやちくわ屋さんなどに昔の話を聞いてき

ました。

空襲で建物が燃えたりして、とてもたいヘ

んだと思いました。けれど、お金もないのに、

復興のために商店街を造る計画をしたり、学

校を造ったり、人々の楽しみのために祭りを

開いたりしてきました。昔の人はとてもすご

いと思いました。

これからの栄校区の人たちは、昔の人がつ

くりあげてきた小学校や祭りなどを守り育て

第2章歴史と生活

て、住みやすい校区にしていただきたいです。

そして、他の校区の人たちに「栄校区は、交

通が便利で、環境がよいので、住みやすい所

だから、私も住みたいなあ」といわれるよう

にしていきたいです。

栄校区の名前の、「栄（える）」のように、

たくさんの人でにぎわって、たくさんの人か

ら好かれる校区にしていきたいです。

明る＜楽しい校区に 尾崎愛恵

「栄」はどうしてできたのか？栄のゆらい

の勉強をしていろいろ分かりました。子供た

ちゃPTAの人たちが考え、子供たちの「栄

える」がいいという意見で、「栄小学校」に

なったそうです。

せっかく子供たちの意見でなったのだから、

明るくて楽しい子供がいっばいの校区がいい

です。

そして、お年寄りもいっしょに楽しく生活

できる校区になってほしいです。お年寄りを

手助けすれば、 「ありがとう」と言ってく れ

るし、おたがい心と心がつなぐおまじないみ

たいに、気軽に話せるようになるといいです。

皆が楽しく明る＜生活できる校区を願って

います。

校区のあゆみを追求する子供たち

41 



校区のあゆみ 栄

第3章 教育と文化

42 

1 福岡小学校へ通ったころ

今までの章で述べてきたように、今の栄校

区になったのは、戦争が終わってからの昭和

27年 (1952)からである。それまでは校区の

人々は福岡小学校に通っていた。そこで、福

岡小学校の移り変わりについて述べることと

する。

橋良学校のころ 明治 5年 (1872)の学制公

布以前の教育機関は藩校（武士の子弟教育の

ため諸藩が設けた）と寺子屋 （庶民の子弟の

ために読み書きそろばんを学ばせた）があり、

幕末のころの豊橋地方には約250余りあった

といわれている。

学制公布に伴い、明治7年3月22日、橋良

村正光寺に第10番小学高足学校（今の高師小

学校）出張所橋良学校が開校された。その後

同11年 1月、高足学校から独立して福岡学校

が誕生した。

橋良学校の運動場

そして、同年4月、橋良村東郷に校舎を新

築し以後53年間、この東郷の地に学校が置か

れた。

一時明治15年に、山田、小松、小池を通学
すうち

区とする松池学校が小池村に設立されたが、

同18年 9月には、福岡学校に合併された。

明治19年に小学校令が公布され、 尋常と高

等に分け、 尋常4年間を義務制とした。それ
いそペ

に伴い磯辺学校と合併して、 渥美郡尋常高等

小学福岡学校と改称した。福岡学校は本校、

磯辺学校は分教場とした。

このころの学校は、授業料を毎月納めてい

た。服装は、 着物と袴やぞうり姿だった。そ

して、修学旅行が始められたり、他の学校と

の連合運動会も行われたりした。また、 卒業
のうさん

してから学問や農蚕業の知識を深めるという

こともあって、夜学会も発足した。指導では、
ちょくご

教育勅語が重要視されたり、 天皇、皇后両陛
ごしんえい

下の御真影が大切にされたりした。福岡学校

では、生徒の向上心を高めたり、父兄との結

びつきを深める指導の工夫が璽ねられ、新聞

の発行などに力が入れられ、 参観の先生が絶

えなかった。

現在の地に移ってからの学校 福岡学校の生

徒数は年々増加し、明治33年に新校舎が建て

移転当時の校舎



られ、盛大に祝賀会が行われた。

明治41年 (1908)第15師団が、高師村に設

置された。それに伴い、生徒も急増し、教室

の増設や二部授業でやりくりした。

その後、大正14年 (1925)の15師団の廃止

により、軍の諸施設の中には使わなくなった

ものもあった。そこで、校舎の移転計画がす

すめられ、昭和 6年 (1931)には、騎兵第19

連隊跡に新築校舎が完成し、盛大に移転新築

落成式、祝賀運動会が行われた。

戦争は満州事変から日中戦争へと発展して

いき激しさを増していった。学校でも出征兵

士の見送り、慰問文の作成や陸軍病院への慰

問などが行われるようになった。

そんなおり、昭和16年、「国民学校令」が

施行され、豊橋市福岡国民学校と改称され、

尋常科は初等科となった。自由主義・個人主

義という言策は嫌われ、団体訓練や錬成とい

う言葉が多く用いられ、団体行動や駆足訓練

が強いられるようになった。

昭和16年12月8日、太平洋戦争が始まった。

決戦体制下では、遠足・ 学芸会 ・修学旅行な

どの行事は中止され、高等科の児童たちはエ

場動員され、各地の工場で働いた。校庭は掘

り起こされ、芋やカボチャなどの畑に変わっ

た。警戒警報や空襲警報が毎日発令され、そ

の都度授業は中止された。同20年 6月19日夜、

豊橋が大空襲を受け、校区でも戦災学童700

名、死亡児童10名の被害を受けた。校舎も一

部焼けた。

昭和20年8月15日、ポツダム宣言受諾によ

り、戦争は終わった。学校教育も教育基本法

や学校教育法が公布され、新学制による 6.

3制が施行され、 9年の義務教育となった。

新学制実施に伴い、 豊橋市立福岡小学校と改

称され、男女共学となった。学校給食の開始、

校歌の誕生、 PTA結成などアメリカの制度

を導入して急速な発展をして移り変わってい

第3章教育と文化

った。なお、福岡小学校の鉄筋校舎化はその

後の昭和36年からである。

戦後の県や市の住宅政策により、児童数の

急激な増加に見舞われ、適正規模の学校にす

るために、昭和27年 (1952) 4月、栄小学校

が分離独立した。

このような移り変わりを通して、私たちの

栄小学校の教育が始ま ったのである。

福岡小学校から栄小学校へ

戦後まもなく、福岡小学校へ入学しました。

松林を通り、工業高校横の大きくて深い側溝

は旧師団の名残のままの通学路でした。学校

の校舎や設備は十分ではありませんでした。

5年生の秋、教室が不足し、工業高校の一

部を借りて学びました。それでも教室は不足

し、 青空教室でも学びました。6年生になっ

たら新しい学校へ移るという話を聞き、うれ

しさの反面、仲良しの友達と別れることで複

雑な気持ちでした。

昭和26年の冬、 栄小学校の棟上式に参列し

ました。翌年4月、身も心も校舎も廊下もぴ

かぴかで移りました。教室に入ると明る＜暖

かく窓から外の景色は松林と畑ばかりで、小

鳥の声が祝っているように聞こえました。最

高にうれしかったのは、机といすがちゃんと

私の分まであったこと、教科書も一人ひとり

与えられたことです。

給食のごちそうに鯨のステーキがでました

が、脱脂粉乳のミルクは大嫌いでした。体育

の時間には、校庭の石ころ拾いをしました。

あれから半世紀以上が過ぎた今、栄小学校

第1回卒業生の写真を見ると、 1 ・ 2 ・ 3組

皆んなの顔は、豆粒のように小さいけれど、

一人ひとり宝石のように輝いています。

ー栄小学校第 1回卒業生 吉田禰榮さん一
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2 栄小学校の移り変わり

たった一棟の木造校舎から 昭和27年(1952)

に福岡小学校から分離独立して開校した栄小

学校。開校当時の栄小は、木造二階建ての校

舎一棟で、児童数は1,047人、 19学級として

55年の歴史が始まったのである。

子供たち全員を受け入れることのできる場

所が無かったので、 豊橋工業高校の教室を借

りたり、 「青空教室」 として野外で勉強したり

していた子供たちにと って、新しくできた栄

小学校は、 宝物のように大切な学校であった。

直f ー～蘊蜘

建築中の校舎をバックに式典（昭和27年）

同30年に増築校舎 (C棟）が完成し、 35年

には待望のプール（現在の前のもの）もでき、

43年には鉄筋校舎（現中校舎）が完成し、 46

年に体育館が完成した。

その後も、児童数の増加に合わせて鉄筋校

舎が順次増設され、昭和56年には今の鉄筋校

舎 3棟（北、中、南校舎）となり、木造校

舎は完全に姿を消した。児童数が最も多かっ

たのは、同51年の1,786人、 44学級であ った。

翌年、 幸小学校が開校し、分割された後も、

昭和60年の中野小学校開校、平成 7年 (1995)

のつつじが丘小学校開校と計3回の分割が行

われてきた。

（人）

2000 

1500 

1000 

500 

昭
和
27゜

平
成
＿
元

（年度）

児童数の推移

「栄小学校」校名の由来

元山田石塚町副総代小田武康氏

「栄」の由来は総代会、PTAの間で議論

され一般区民にもいろいろな情報が流れてき

ました。南栄方面にあるから 「南栄」 小学校

では。また、昭和27年に大東亜戦争の講和条

約が締結されたのに因んで 「成和」小学校で

はどうか。また、所在地が町畑町字森田だか

ら「森田」小学校では。三つの名前を聞いた

ことを思い出します。

子供たちからも意見を聞いたらということ

で、 「さかえる」子供の 「さかえ」がいいと

いうことになり、満場一致で「栄」に決まっ

たと聞いています。
現在の学校風景
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輝かしい歴史と伝統 生まれたばかりの栄小

学校では、最初の年からいろいろな行事が行

われた。物も無く、人手も少ない時代だった

が、みんなで工夫しながら行事を盛り上げた。

例えば、学芸会は家庭科室を使って行い、

みんな畳に座って合唱や劇などを鑑賞した。

当時のレコードは手回し式の小さなもので、

交替で一生懸命回 したとのことである。

手作りの短パンでがんばった運動会

また、創立当時は、勉強でもスポーツでも

まだ自慢できるものがなく、子供たちも先生

も、「一番になれるものをつくろう！」とが

んばっていた。

栄小が初めて一番になったのは、野球だっ

た。藤原先生の指導の下、運動の得意な男の

子たちが中心になって結成 した野球チームが、

市内大会で初出場 ・初優勝した時には、学校

全体が喜びに沸いた。

初めての＿番

昭和45年 (1970)、種井先生が指導して校

区の中にきれいな花壇を作り、全国で開催さ

れていた 「フラワーブラボーコンクール」で

愛知県知事賞・文部大臣奨励賞を受賞した。

学校だけでなく、校区も花いっぱいになり、

校区全体の自慢だった。

第 3章教育と文化

校歌に寄せて 愛校心をもとに

校歌作詞・作曲者 山田直美氏

しょう

本校は陸軍兵器廠の跡地で、松の緑に包

まれた校舎は木の香りも新しく、清新の気を

おのずと感じさせる申し分ない環境にありま

した。当然のことながら希望と意気に燃えた

開校でありました。

そんな気持ちと、校名のごとく栄え、栄え

ていく栄小学校への願いを込めて校歌の作詞、

作曲をしました。

これまで学校は、 一つ一つの業績を積み上

げながら栄え栄えて発展してきました。この

歴史は尊いものであります。これからも輝か

しい業績と伝統を積み重ねながら校歌が歌い

継がれてゆくことを願っています。

校訓「生きる勇気と力と夢を」に寄せて

第9代校長 八田誠二氏

私は昭和61年4月に本校の校長となり、校

訓として「生きる勇気と力と夢を」を掲げま

した。なぜ、この言葉なのか？

それは、人間として成長していく、その大

もとである小学校教育の中で、しっかりした

ものを身につけなくてはならないのに、その

中心となるべきものに関心もなく過ごしてし

まった私自身の反省から、この言華の提示と

なったわけです。

子供たちの生活のすべての言動が、最後に

はここに集まり、発展していくという道すじ

にしたいという願いを込めたものです。お父

さん、お母さん、先生も、子供たちとともに、

毎日の生活の一つ一つが勇気となり、力とな

り、夢となって次へと挑戦 ・発展していけた

らいいなと願い、設定しま した。
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生きる勇気と力と夢を 本校の教育目標は

「生きる勇気と力と夢を」である。その目標

のもと、平成15年 (2003)から 3年間、「共に

学び合い高め合う子」を求め、子供の視点に

立った授業づくりを中心にした研究に取り組

み、その成果を平成17年11月8日に発表した。

「生きる勇気と力と夢を」を育んでいくこと

こそが、これからの時代を生きていく子供た

ちには必要であり、栄小学校の教育に自信を

深めた 3年間となった。

研究発表会

校区民の熱い思いで開校して半世紀以上、

輝かしい歴史と伝統を築いてきた栄小学校。

巣立った卒業生は一万人を超えており、地域

をはじめ、全国の各方面で活躍している。学

校と地域が一体となり、未来に向かってさら

なる飛躍を目指してまいしんしている。

1--・' 

小 さな笑顔に

10年後の栄小学校へ 6年石川裕祐

僕は、 10年後の栄小学校には、ソーラーパ

ワーを利用した温水プールができていて、 一

年中泳げるようになっていたり、パソコンを

使った授業がも っと多くなり、勉強の仕方も

変わっていたりするだろうと思います。

でも、黒板は残っていてほしいです。学校

は先生や仲間とふれあいながら勉強し、成長

していく所だと思うからです。

また、 栄小学校の子供たちのよさは 「あい

さつができる」ことなので、いつまでも校風

として続けていってほしいと思います。

そして、自然がいっぱいの学校になってい

てほしいと思います。これ以上、地球温暖化

が進まないようにしなくてはいけないし、校

庭にいろんな植物の実がなっていたら楽しい

と思うからです。

最後に、体育が苦手な僕でしたが、友達の

アドバイスをき っかけにして水泳教室にも通

い続けたことで、「水泳だけはできる」とい

う自信が持てるようになり、 今の自分の支え

にもなっています。後輩の皆さんも、少しで

も興味を持てるものを見つけた時は、 「自分

を成長させるチャンス」と考え、とにかく挑

戦してみてください。



かなめ

豊橋市の南部地区の要となる南部中学校

昭和22年 (1947) に南部第一中学校として

開校した。当時の生徒数は、 763名であった。

翌年、南部第一中学校と南部第二中学校が

統合し、南部中学校が誕生した。生徒数は、

1,535名とな った。翌24年に南部中から分離

し南稜中学校が開校した。その後も生徒数の

増加に伴い、昭和49年に高師台中学校、さら

に同60年に南陽中学校が開校した。

南部地区の中学校は、南部中学校が出発点

であり、要である。

校章や校歌の誕生

昭和25年に校章制定。

「南」を若鳥が翼を広げた

姿に。

昭和26年「南中を讃える

歌」制定。

平成6年に校歌に。

伝統ある南部中学校 南部中の歴史を振り返

ると伝統校としての重みを感じる。学習活動

や部活動等での輝かしい実績が目につく 。

部活動関係では、全国大会に出場しすばら

しい成績を収めている。全日本バレーボール

選手権でベスト 8 （昭和46年）、ハンドボー

ル女子準優勝（昭和47年）、同 ベスト 8 （平

成17年）、剣道準優勝（昭和62年）、野球ベス

ト8 （昭和62年）などがある。個人種目でも、

陸上競技、水泳競技、女子ソフトテニスなど

で全国大会に出場し輝かしい成果を残してい

る。現在もその伝統「南部魂」を受け継ぎ、

各種大会ですばらしい成績を収めている。

一方、研究分野では、保健体育研究発表会

（昭和28年）、生徒指導研究発表会（昭和50年）、

格技 ・剣道研究発表会（昭和63年）、愛知産

業教育（技術・家庭）研究発表会（平成17年）

などの実績がある。

第3章教育と文化

全国大会準優勝の女子ハンドボール部

伝統を受け継いで 今まで述べてきたように、

学習や部活動などで生徒の活躍が目につく 。

それは、生徒が自ら求め事にあたるという活

力ある学校づくりの伝統によるものであろう 。

ここで、現在行われている特色ある教育活動

の一端を紹介する。

まず、個に応じた指導を重視し、数学、英

語、理科では、少人数指導を行っている。数

学と英語は、 1学級を 2グループに分けて授

業を進める。また、理科においては、 1学級

を2名の教員で教える方法をとっている。一

人ひとりの学力向上に成果も出ている。

次に、地域で学ぶ学習を工夫している。生

きる力を育む職場体験学習として、平成11年

度より職場体験「南部インターンシップトラ

イやる」（通称NIT) を実施している。こ

れは、生徒が社会性を身につけるとともに自

ら考え、進んで行動できるようにしようとい

うねらいである。この体験により、 一回り成

長した生徒の姿が見られるようになった。

また、ボランテ ィア活動も活発に行ってい
なまずいけ

る。平成11年より校区にある鯰池の清掃活動

が始まった。現在は、福祉施設での活動、校

内での美化活動へと広がりを見せている。

一方、地域の人材を活用した選択学習を、

平成9年度より開始、継続している。

平成7年に「ONEFOR ALL ALL FOR ONE」

が誕生した。今後もこの気持ち と伝統ある「南

部魂」を受け継ぎ、地域と共に成長する学校

でありたい。
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3 ふるさと再発見

神社は鎮守の森の氏神様（お宮様）として

親しまれ、村の守り神として崇敬されている。

これらの神社は、村の有力者（例えば庄屋）

が社を建て神様をまつり、村の安全（無病）

祈願をしたのが始まりである。校区には神社

をはじめ昔から今日まで残っているものがあ

る。以下記録の抜粋を中心にして記述する。

諏訪神社 （鎮座地 山田町）

諏訪神社

たけみなかたのおおかみ

・祭神 ：建御名方命

・由緒
えいしょうねんじゅう

永正年中 (1504-1520年） 三州今橋城主
こはく

牧野成時（古白）がこの地に一社を建て諏

訪大明神として崇敬されてきた。後に諏訪

神社となる。

•神社創建の場所

地元の言い伝えによれば「小高い森に良

く日が当たる場所あり、そこから東に石巻

山を仰ぎ、西に三河の海（三河湾）を眺め、

南に広い太平洋を望み、北に本宮山を拝む、

まさに最適な場所である」といわれている。
おまっしゃ

・境内にある御末社
いなり

秋策社（防火 ・鎮火） ・稲荷社（五穀豊穣 ．
おくわ

商売繁盛）・大黒社（無病息災）・御鍬社（農

機具） ・天神社（学問）

・氏子数2,400戸有余（山田町・ 高師石塚町・

つつじが丘l丁目から 3丁目）

一厘鳥居（諏訪神社） 大規模な製糸業者の

可鈴木製糸（山田町）の従業員たち約350人

が昭和 3年から同 6年にわたる 3年間、毎日

1人1厘ずつ積み立て、石の鳥居を奉納した

と鳥居に刻まれている。総額は約400円ぐら

いで、当時の従業員の生活を考えるとたいヘ

んな金額であった。

小松神社＝神明社 （鎖座地 小松町）

小松神社

あまてらすおおみかみ

・祭神 ：天照大神（伊勢神宮の御分霊社）

・由緒

創建は万治 2年 (1659)の小松新田開発

に際し村内の安全と五穀豊穣を祈願して創

祀したと伝えられる。明治制度改めにより

村社に列した。

・氏子数550戸有余

道標の働きもした小松神社のお灯明（通称常夜灯）

その昔、小松神社付

近に旧小松原街道があ

り、当時この街道は、
とうかんのんじ

東観音寺参りなどでに

ぎわっていて、その人

たちの道案内をした大

切なお灯明であった。

このお灯明は前面横

石は「秋菓山」 • 石柱

に「村中安全」と刻ま
小松神社のお灯明

れており、当時の面影を残 している。町で
きとう だいさん

は神事として秋葉神社の大祈蒻祭に代参し、



ごしんぷ

御神符（秋葉神社のお札）を受け、町内の火
しょうじょ

災消除安全を祈願している。
すさのおじんじゃ

進雄神社（鎮座地南栄町） p.17参照
すさのおのみこと

・祭神：進雄命

・由緒

元禄11年 (1698)森田新田の開発がなり、

その鎮守として高師村東浦10番地に一社を
ごずてんのう ほうさい

建立して牛頭天王を奉斎 した。その後明治

になって、進雄神社と改め村社に列せられ、
たてまつ

諸事情により現在地に遷座し奉ることにな

った。

・境内にある御末社

秋華神社
ほむすびのかみ

祭神 ：火産霊神
からいけてんまんぐう

空池天満宮

祭神： 籍簾蘊賃（天神様） 学問の神様
だざいふ

で、大宰府天満宮（福岡県）より
ごぷんれいしゃ はいじゅ

御分霊社を拝受し、ここに遷座し

奉った。祭日は 1月第2日曜日で

ある。

・氏子数1,350戸有余（栄生町・ 東栄町・新

空池町・南栄町）

北山神明社 （鎮座地 北山町）

＼ 

北山神明社

あまてらすおおみかみ

・祭神 ：天照皇大神、火産霊命

・由緒

明治40年 (1907) この地域の開発に一社
うぶすなのかみ

を設けて産土神をまつる。昭和24年(1949)

第 3章教育と文化

1月26日神社庁へ届け出る。

・氏子数1,240戸有余
やよい

高師原神社（鎮座地弥生町）

高師原神社

あまてらすおおみかみ

・祭神：天照坐大神

・由緒

高師原の地で開拓団を結成し、団員の心
みはしら こうだいじんぐう

の御柱として皇大神宮の御分霊をこの地に

奉斎した。平成 5年 (1993) 7月宗教法人

高師原神社を設立 した。

・氏子数2,000戸有余

水無川と山田川 昔高師原に雨が降ってでき

た川で、次のような貴重な働きをしている。

・農業用水 二つの川の一帯は水田が広がっ

ていて、これらの川を利用して水を引き込ん

でいた。山田川は延長1,410mで中山田池（現

在の南部地区市民館と中山田池公園） を起点

に西北の方向へ流れ柳生川へ合流する。水無

川は延長1,130mで清水池（幸小学校北）を

起点に西南の方向へ流れ昭和池に入る。

・排水路 都市化して川が整備され、大雨の

時増水で川のはんらんによる被害を防止して

水無川
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・地域の生活と結びついた場所 水無川は

清水池から小松原街道までの700mはコンク
ふた

リートの蓋をかぶせ道路の一部として利用し

ている。小松原街道より西側約400mにかけ

ては、アメニティプラン（市の整備事業 ・図

参照）により二層河川構造にして、下部は排

水路とし、その上部を河川としての姿にとら

われない水景としての流れをイメージし「せ

せらぎと緑道」をテーマに整備された。現在

幼児が水遊びをしたり付近の人たちの楽しく

語らう姿が見られる。また、山田川も一部蓋

をかぶせ、道路の一部として利用されている。

空襲に備えた防火水そう 昭和18年 (1943)

の末ごろ、各地に防火水そうが造られた。現

在の南栄住宅の片隅に六角形をした古い水そ

うが残っており、眺めていると昔がしのばれ

る。現在、水そうの上は危険防止のため金網

がかぶせられ、防災対策上防火水そうとして

利用されている。

水無川アメニティプラン

ごんじゅう

浅野権十の石碑 明治政府が安定した財政

収入確保のため地租改正令を公布した。こ

れを受けて当時の福岡村村長であった浅野権

十は地租改正及び戸
へんさん

籍の編纂をし、村内

に徹底させた。その

功績等をたたえ、ま

た記念して明治28年

(1895) 3月に現在

の高師石塚町の小松

原街道沿いの一角に

建てられた。

赤レンガの建物

（コンドーパン）

国道259号線沿

い（昔の豊橋陸
しょう

軍兵器廠 西門前）

にあり、所有者は

近藤久夫さん（コ

ンドーパン蟹原店

浅野権＋の碑

今も残る防火水そう

店主）でコンドー

パンの名前で親し

まれている建物で 赤いレンガの建物

ある。先代が大正13年(1924)に建てたもので、

建物の面積は66而(20坪）ですべてレンガを使

って建られている。奥様が次のように話して

くれた。
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先代の奥さんが膨大な数のレンガを水で洗

い、さらに磨く作業を繰り返すという気の遠

くなるような準備をした。それを左官屋さん

が組み合わせ ・積み上げていく作業で、バラ

ンスよく安定した技術が要求され、特に軒下

と窓の飾りは特別な技術を要した。

三河地震・東南海地震にも耐え現在も生き

続けている貴重な建物である。

4 総代会と校区の活動

豊橋市に総代会が生まれたのは、市制がひ

かれた明治39年 (1906)のことである。

以降町総代会は、町民の代表機関として市

政に大きく貢献してきた。

本市の自治組織の一大特長は、小学校の通

学区域を単位とした総代会を設置、その下に

町総代を組織して、町民と市政のパイプ役を

担ってきていることである。

校区の安全と活性化を 栄校区の総代会は、

次のような活動を行い、校区全体の安全と活

性化に活躍している。

栄校区総代会の主な活動

◇ 「広報とよはし」など、市からの依頼業

務の実施

◇ 「自主防災組織」の編成などによる地震

など災害から校区民を守るまちづくり

◇ 「栄小学校区青少年健全育成会」の設置

による健全育成の見守り

◇ 「防犯パ トロール隊」の結成による防犯

活動

◇ 「通学路のセーフティーマップ」の作成

などの安全活動

◇ 「栄校区まちづくりを考える会」による

校区参加の安全で明るいまちづくり

第3章 教育と文化

校区防災訓練

本校区総代会の活動内容を「栄校区まちづ

くりを考える会」でみると、市民参加の勉強

会であり、参加者は平均45名程度で、校区民

の関心の高さを知ることができる。

なかでも、「地元愛知大学を知ろう」の活

動には、とくに大勢の参加者があった。高師

石塚古墳や旧師団司令部 ・師団長官舎などを

見学し、校区の歴史の一端に思いをはせる人

たちも多かった。また「とよはし100祭」ま

ちづくり活動サポート事業として「さかえ歴

史・自然の道」の創設が認定され、平成18年

(2006)末を目標に作業をすすめている。

そして、栄小学校区青少年健全育成会は、

校区内の町総代及び各種団体の代表、学校職

員、 PTA役員などで構成し、児童たちの健

全育成活動を行っている。

例えば、「大きな声であいさつできる子」

のスローガンで、毎月校門前で子供たちと一

緒に「あいさつ運動」を行っている。

このように、総代会を中心に安全で明るい

まちづくりをめざして活動している。とくに、

長寿社会を迎え、高齢者の活動への貢献は著

しいものがある。さまざまな問題が起きてい

る今日、とくに校区誕生が新しく、急激に流

入人口が増加した栄校区においては、総代会

を中心とした校区民のつながりとともに、住

民一人ひとりの心の持ち方が大切になってく

るのではないか。
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おわりに

豊橋の市制100周年を迎え、各校区で、あゆみ

をまとめることになりました。

本校区は、歴史も浅い上に、戦前まで多くが原

野でした。そのため、資料の入手が難しく、プロ

ット段階から苦労の連続でした。そこで、限られ

たページ数の中で時代の流れを背景にして、豊橋

全体や分割前の校区の福岡のあゆみを含めてまと

めることにしました。

慣れない私たちの執筆ですが、多くの方に資料

等のご協力やご指迎・ご支援いただき 、執筆する

ことができました。感謝申しあげます。また校区

内でも、入手できる資料に片寄りがあり、自分の

住んでいる地域の記述が少ないと惑じられる人も

あると思いますが、ご理解ください。

自分たちの生活する校区や発達のようすを知

り、親しみを持っていただき、地域の発展の一助

となれば幸いです。

■編集委員
西 義雄

坂上治康

増田隆雄

望月宏隼

鈴木八成

犬塚幸弘

伊藤慎孝

吉田 1爾榮

石垣純孝

塩澤正夫

大武鴻介

参考文献

「南栄町物語」 水口源彦

「豊橋市立栄小学校50周年記念誌」 栄小学校

「福岡 むかしと今」

豊橋市立福岡小学校校区誌編集委員会

「高師風土記」 高師風土記刊行委員会

「愛知大学五十年史」 愛知大学

「と よはし地学めぐり」 とよはし地学同好会

「東三河めぐり」 吉川利明・ 東三文化会

「豊橋めぐり」 吉川利明・ 東三文化会

「図説東三河の歴史（上巻）」 郷土出版社

「愛知県の不思議事典」 新人物往来社

「標準日本史年表」 吉川弘文館

「世界各国史XIV日本史」 山川出版社

「角川日本史辞典」 角川書店

「愛知県神社名鑑」 愛知県神社庁

「三河風土記」 豊橋文化協会

「と よはしの歴史」 豊橋市役所

「豊橋の史跡と文化財」 豊橋市教育委員会

「ふるさと豊橋」 豊橋市校区社会教育連絡協議会

「がんばろうね 豊橋が輝くとき」 豊橋市

「豊橋市消防年報」 豊橋市

「東三河読本 拓けいく東三河」

東三河読本編集委員会 豊橋市教育委員会

「豊橋市政八十年史」 豊橋市

「豊橋市史」 豊橋市

順不同

校区のあゆみ栄

平成18年12月25日発行

編集 栄校区総代会

栄校区史編集委員会

発行 豊橋市総代会

印刷 共和印刷株式会社 12100 ●●配●●9“” の`肩皇●●
●●してい鵞T,





eっ
匹

市制IOO韮
100th如 m町 T”凸珀Cny

つながりひろがる未来豊




